
【記載例】

3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

100% 1 1

総事業費 - 総事業費 0 総事業費 0

【注意点】
○　工事等に要する期間については、今後の進捗状況等により変更となる可能性があります。
○　事業費については、見込み分を含むなど、あくまで概算費用であり、今後、国・県の制度の動向や事業内容の変更等により、大幅に変動する可能性があります。

【用語解説】
○　公共災：被害が大きく、復旧にあたり、国からの財政支援を受けられるもの
○　単独災：被害が小さく、市単独の予算で復旧を行うもの
○　災害査定：公共災の適用にあたり、事業内容について国の検査を受けること

-
 9

 -

道
の
駅
よ
つ
く
ら
港
（
情
報
館
）

摘要含まれる施設

被害率
分野

財
政
措
置

稼
動
状
況

復
旧
状
況

【被害の概要等】
○津波による施設の損壊
・内部壁全損
・トイレ全損

57 百万円総事業費

【摘要】
（道の駅よつくら港の他の施設の状況）
○交流館
　施設を運営するNPO法人において、復旧工
事等実施予定。施設については、4/16から
施設の一部を利用し、営業を一部再開して
いる。
○漁港施設（屋外トイレ、広場等）
　施設を所管する県において改修工事を実
施し、年度内には完了する見込みである。

H26～
今後の復旧予定被害

箇所数
総施設数

区分 H23 H25H24小区分
被害の概要等

●4月から一部利用再開（本復旧は今年度末）

●災害査定

●改修工事

●7月補正（復旧工事）

●既定予算（備品購入）

●備品購入

対象となる施
設等の区分ご
とに整理して
います。

施設等の被害の状況を記
載しています。

対象となる施設等の稼働状況等について記載
しています。

対象となる施設等の復旧状況等について記載し
ています。

工事等に要する期間を線で明示
しています。

復旧に係る予算措置の状況等について
記載しています。

復旧に際し特記事項等がある場合
に記載しています。

復旧に係る年度ごとの事業費を百万円単位で
記載しています。なお、百万円に満たない場
合は、「百万円未満」と表記しています。

事業費が未定のもの
については「-」で表
記しています。



１　行政経営部所管施設

3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

32% 81 26

総事業費 0 総事業費 0 総事業費 0

H23

稼
動
状
況

総事業費

小
区
分

被害の概要等

摘要

今後の復旧予定

H26～

財
政
措
置

防
災
施
設

分野
含まれる施設

被害率

○防災行政無線

被害
箇所

総施設数

294 百万円

H25H24
区分

-
 1

0
 -

【被害の概要等】
○地震・津波被害により81局中26局が使
用不能となった。
○主な被害としては、電柱が倒壊、使用
不可、機器本体の水没などの被害があっ
た。

【摘要】
　復旧に際しては、デジタル化を行うと
ともに、360度音が聞こえるようにス
ピーカー及びアンプを増設する。

復
旧
状
況

●55局稼動（現在稼動中）

●26局復旧工事（H23.10～H24.3）

●81局稼動（H24.4.1～）

●９月補正 （復旧工事）

●26局故障（稼働停止）



２　総務部所管施設

3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

100% 1 1

総事業費 - 総事業費 0 総事業費 0

100% 1 1

総事業費 - 総事業費 0 総事業費 0

-
 1

1
 -

総事業費

財
政
措
置

160 百万円

復
旧
状
況

稼
動
状
況

分野

○庁舎本棟
○議会棟
○運転手控室等
○公用車車庫

被害
箇所

総施設数

含まれる施設

被害率

庁
舎

○東分庁舎

【摘要】

東
分
庁
舎

百万円未満

稼
動
状
況

【被害の概要等】
○庁舎周辺地盤沈下
○建物被害なし

復
旧
状
況

H23区分
今後の復旧予定

H26～H25H24

小
区
分

被害の概要等

摘要

本
庁
舎

【摘要】

【被害の概要等】
○本棟：8階行政資料室窓ガラス破損、
天井崩落
○市民棟：市民課及び市民ロビー床陥没
○議会棟：傍聴者席エキスパンション
ジョイント破損

財
政
措
置

総事業費

●１階市民課等を除き稼働

●市民課等機能をアリオス移転（～10/14）
　　・市民課（4/18～）
　　・国保年金課（後期高齢者医療除く）（4/25～）
　　・国保年金課（後期高齢者医療）（5/9～）
　　・市民協働課（5/2～）
　　・市民生活課（5/2～）
　　・いわき市国際交流協会（5/2～）
●平地域包括支援センター機能を
　　社会福祉センター３階へ移転（4/14～）

●１階市民棟の改修（～9/29）　※耐震工事含む

●議会棟エキスパンションジョイント改修（～6/7）　（傍聴者席側）

●本庁－組合棟漏水修繕

●長寿介護課裏の排水管路破損修繕

●地盤沈下による段差解消等

●既定予算（その他の改修等）

●4月補正（1階市民棟改修）

●稼働中

●国保年金課等稼動（10/11～）
　　・国保年金課
　　・市民協働課
　　・市民生活課
　　・いわき市国際交流協会

●その他の細かな補修は年度内に対応

●既定予算（応急復旧工事）

●８階行政資料室
　庁舎裏（議会棟裏）への移転を含め
検討。
　（庁舎の最上階に重い資料等を置くこ
との危険性から）

●市民課稼動（10/17～）
●平地域包括支援センター稼動（10/17～）

●スロープ等応急復旧工事

●８階行政資料室 閉鎖

●予算措置予定



3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
分野

被害
箇所

総施設数

含まれる施設

被害率
H23区分

今後の復旧予定

H26～H25H24

小
区
分

被害の概要等

摘要

支
所

分
庁
舎

復
旧
状
況

分
庁
舎

総事業費 - 総事業費 - 総事業費 -

100% 1 1

総事業費 - 総事業費 0 総事業費 0

-
 1

2
 -

支
所

○小名浜支所本
庁舎
○分庁舎
○小名浜水道工
事事務所

財
政
措
置

総事業費 32 百万円

7 百万円（仮設庁舎建設費を除く）

1 1100%

小
名
浜
支
所

稼
動
状
況

【被害の概要等】
○東分庁舎内壁崩落のため使用禁止

【摘要】
　地区保健福祉センター、区画整理事務
所などのある東分庁舎については、内壁
の崩落等により使用できない状態とな
り、現在、小名浜武道館に機能を移転し
ているが、今後は、仮設庁舎を整備する
ことなどにより対応する。

財
政
措
置

稼
動
状
況

総事業費

○勿来支所

【摘要】

勿
来
支
所

【被害の概要等】
○駐車場・外周地盤沈下、液状化、亀
裂、破損
○消防署外階段地盤沈下により傾斜

復
旧
状
況

●仮設庁舎
　方針検討

●仮設庁舎
　工事

●被災度調査

●12月補正予定
・仮設庁舎建設費

●本庁舎南側
玄関工事設計

●庁舎漏水等修繕

●消防署外階段
復旧工事設計

●既定予算（仮設庁舎建設費を除く）

●既定予算（その他修繕等）

●稼働中

●稼働中

●稼働中

●外倉庫建替

●分庁舎修繕

●駐車場整備工事

●本庁舎南側復旧工事

●消防署外階段復旧工事

●小名浜武道館に機能移転（5/23～）
　　・小名浜地区保健福祉センター
　　・小名浜地域包括支援センター
　　・小名浜区画整理事務所
※社会福祉協議会は小名浜支所１階に機能移転（5/23～）

●仮設庁舎に機能移転（Ｈ24年7月頃）
　※移転候補地：未定

●分庁舎の本復旧（改築）の検討・対応

●分庁舎解体

●6月補正
　・駐車場、本庁舎南側玄関、
　　消防外階段等

●仮設庁舎
　設計

●予算措置予定



3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
分野

被害
箇所

総施設数

含まれる施設

被害率
H23区分

今後の復旧予定

H26～H25H24

小
区
分

被害の概要等

摘要

100% 1 1

総事業費 - 総事業費 0 総事業費 0

100% 1 1

総事業費 - 総事業費 0 総事業費 0

100% 1 1

総事業費 0 総事業費 0 総事業費 0

-
 1

3
 -

支
所
等

2 百万円

2 百万円

稼
動
状
況

○常磐支所

【摘要】

【被害の概要等】
○１階床隆起、沈下
○地下温泉ポンプ漏水

総事業費

復
旧
状
況

財
政
措
置

稼
動
状
況

○内郷支所

【摘要】 財
政
措
置

総事業費

3 百万円

復
旧
状
況

○四倉支所

【摘要】 財
政
措
置

四
倉
支
所

復
旧
状
況

稼
動
状
況

総事業費

常
磐
支
所

【被害の概要等】
○駐車場・外周地盤沈下、亀裂、破損
○ガス漏れ

内
郷
支
所

【被害の概要等】
○駐車場・外周地盤沈下、亀裂、破損
○トイレ配管破損

●庁舎内トイレ配管補修

●１階床修繕（応急復旧）

●地下温泉ポンプ室漏水修繕

●敷地内ガス漏れ修繕

●漏水修繕

●蛍光灯修繕

●地盤沈下による段差解消、庁舎内亀裂改
修等（仮復旧）

●浄化槽修繕

●駐車場亀裂補修

●ブロック塀修繕

●既定予算（復旧工事)
　・床修繕等

●既定予算（復旧工事）
　・漏水修繕、地盤沈下による段差解消等

●既定予算（復旧工事）
　・浄化槽、ブロック塀修繕等）

●稼働中

●稼働中

●稼働中

●地盤沈下による段差解消、庁
舎内亀裂改修等（本復旧）

●ブロック塀改修
（本復旧）

●１階床（本復
旧）

●壁柱クラック
補修（本復旧）

●庁舎、駐車場段差修繕

●予算措置予定

●予算措置予定



3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
分野

被害
箇所

総施設数

含まれる施設

被害率
H23区分

今後の復旧予定

H26～H25H24

小
区
分

被害の概要等

摘要

100% 1 1

総事業費 0 総事業費 0 総事業費 0

100% 1 1

総事業費 0 総事業費 0 総事業費 0

100% 1 1

総事業費 0 総事業費 0 総事業費 0

-
 1

4
 -

支
所

総事業費

20 百万円

財
政
措
置

【摘要】

稼
動
状
況

○遠野支所

小
川
支
所

【被害の概要等】
○石造倉庫（文書保管庫）一部崩落　等

3 百万円

財
政
措
置

稼
動
状
況

復
旧
状
況

○小川支所

復
旧
状
況

総事業費

○三和支所

【摘要】 財
政
措
置

三
和
支
所

稼
動
状
況

総事業費 百万円未満

復
旧
状
況

【被害の概要等】
○空調ダクト落下

遠
野
支
所

【摘要】

【被害の概要等】
○２階柱亀裂により、２階一部使用禁
止、１階トイレ、宿直室、階段壁、ブ
ロック塀等破損

●稼働中（２階一部（トイレ、
給湯室、休憩室）を除く）

●２階全部の使用開始
（H23年度内予定）

●玄関補修

●施設内漏水修繕

●１階女子便器給水設備破損修繕

●宿直室床下修繕

●２階柱亀裂補修

●１階トイレ、宿直室、階段壁補修等

●駐車場修繕

●倉隣接部外壁補修

●屋根
修繕

●庁舎内クラック等補修

●空調ダクト補修

●６月補正
　・ブロック塀

●既定予算（復旧工事）
　・駐車場修繕等

●既定予算（復旧工事）
　・空調ダクト修繕

●既定予算対応（復旧工事）
　・玄関補修　等

●稼働中

●稼働中

●2階柱亀裂補修設計

●文書保管庫整備

●被災度調査

●敷地境界
ブロック塀
解体撤去

●敷地境界ブロック塀設置工事



3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
分野

被害
箇所

総施設数

含まれる施設

被害率
H23区分

今後の復旧予定

H26～H25H24

小
区
分

被害の概要等

摘要

100% 1 1

総事業費 - 総事業費 0 総事業費 0

100% 1 1

総事業費 0 総事業費 0 総事業費 0

100% 1 1

総事業費 0 総事業費 0 総事業費 0

100% 1 1

総事業費 - 総事業費 - 総事業費 -

-
 1

5
 -

2 百万円

復
旧
状
況

支
所 財

政
措
置

財
政
措
置

総事業費

復
旧
状
況

総事業費

稼
動
状
況

稼
動
状
況

復
旧
状
況

○田人支所

【摘要】

3 百万円

財
政
措
置

田
人
支
所

総事業費

【被害の概要等】
○駐車場・外周地盤沈下、亀裂、破損
○体育館漏水

○川前支所

【摘要】

【被害の概要等】
○駐車場法面等モルタル剥離

川
前
支
所

総事業費 百万円未満
稼
動
状
況

○久之浜・大久
支所

【摘要】

【被害の概要等】

稼
動
状
況

復
旧
状
況
財
政
措
置

久
之
浜
・
大
久
支
所

【被害の概要等】
○応急危険度判定、危険。使用禁止

江
名
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

【摘要】
　江名公民館との併設を視野に、仮設施
設を整備するとともに、本復旧に向け、
近隣公共施設との整合性を図りながら検
討を進める。

市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

○江名市民サー
ビスセンター

百万円未満（仮設庁舎設置に係る費用を除く）

●3/13～小名浜支所に機能移転

●外周亀裂等修繕（応急復旧）

●天井等補修
●体育館漏水補修

●書庫補修

●テレビアン
テナ修繕

●車両修繕

●６月補正
　・法面モルタル

●既定予算（復旧工事）
　・漏水補修等

●既定予算（テレビアンテナ修繕等）

●既定予算（復旧工事　書庫補修）

●稼働中

●稼働中

●4/8～四倉公民館に機能移転

●4/17～支所にて再開　※4/22屋内退避解除に備えたもの

●外周亀裂等修繕
（本復旧）

●3/13～四倉支所に機能移転　※原発事故による

●3/11～久之浜中学校に機能移転　※津波警報発令による

●被災度調査

●法面剥離
モルタル撤去

●法面防護ネット設置工事

●既定予算
・被災度調査

●仮設公民館・市民サービスセンターの供用開始

●本復旧（改築）に関する調査及び検討

●仮設公民館・市民サービスセンター設置の検討及び整備（付帯工事等経費）

●予算措置予定

●改築の実施



3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
分野

被害
箇所

総施設数

含まれる施設

被害率
H23区分

今後の復旧予定

H26～H25H24

小
区
分

被害の概要等

摘要

豊
間
地
区

田
人
地
区

渡
辺
地
区

川
前
地
区

そ
の
他

本
庁

豊
間
地
区

田
人
地
区

渡
辺
地
区

川
前
地
区

総事業費 6 百万円 総事業費 0 総事業費 0

-
 1

6
 -

イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

- - 15

○イントラネッ
ト

【被害の概要等】
○津波による電柱の倒壊に伴うケーブル
の断線（豊間）

○地震による電柱の倒壊に伴うケーブル
の断線（田人）

○地震による電柱の倒壊に伴うケーブル
の断線（渡辺）

○地震よる電柱の倒壊に伴うケーブルの
断線（川前）

○地震による本庁サーバ室免震装置破損

○施設機能移転等に伴うネットワーク機
能移設（市民課等）

【摘要】
財
政
措
置

稼
動
状
況

復
旧
状
況

総事業費 105 百万円

●既定予算（応急復旧工事）

●～9月末 サーバ移設
　　　　　　　庁舎内ケーブル本復旧予定

●4/9 庁舎内ケーブル応急復旧

●3/11 豊間地区停止

●4/11 川前地区の一部停止　4/28本復旧

●4月～5月 順次、民間回線による応急復旧

●今年中、イントラによる応急復旧予定

●4/11 田人地区の一部停止　4/21応急復旧

●4/11 渡辺地区の一部停止　4/21応急復旧

●4/11～4/21 ケーブル仮復旧

●4/11～4/21 ケーブル仮復旧

●4/11～4/28 ケーブル本復旧

●県道いわき石川
線のケーブル復旧

●県道いわき石川
線のケーブル復旧

●4月～5月 順次、通常インフラに載せずに、民間の直通回線で、
　　豊間地区の応急復旧（全地区ループ機能は停止のまま）

●今年中、インフラに載せて、豊間地区（豊間ー江名間）の本復旧予
定（豊間ー消防本部間復旧しないため、ループ機能は停止のまま）

●薄磯地区（豊
間ー薄磯間）の
ケーブル復旧

●3/11 民間回線使用施設（幼稚園、保育所、浄化センター等）
　3/17　民間回線使用施設復旧

●本復旧

●本復旧

●本復旧

●予算措置予定



３　市民協働部所管施設

3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

会
議
室

応
接
室
、

和
室

ホ
ー

ル

総事業費 0 総事業費 0 総事業費 0

総事業費 0 総事業費 0 総事業費 0

稼
動
状
況

総事業費 271 百万円

財
政
措
置

復
旧
状
況

　

稼
動
状
況

414 百万円

財
政
措
置

復
旧
状
況

市
民
会
館

23

総事業費

区分

被害
箇所

被害の概要等

摘要

小
区
分

H26～H25

今後の復旧予定
H23

H24

【被害の概要等】
○正面玄関ガラス、舞台反射板破損、
ホール客席クラック等

【摘要】
　災害査定を踏まえた復旧工事により、
早期の利用再開を目指す。

【被害の概要等】
○地盤沈下による破損、ホール客席ク
ラック等

勿
来
市
民
会
館

常
磐
市
民
会
館

【摘要】
　災害査定を踏まえた復旧工事により、
早期の利用再開を目指す。

分野
総施設数

含まれる施設

被害率

67%

                                                      -
 1

7
 -

●舞台反射板復旧（9月～12月
上旬）

●稼働　3/12～8/19は避難所として利用

●4月補正
（応急復旧工事）

●応急復旧工事（4/28
～７/30）

●4月補正（正面
玄関ガラス修理）

●正面玄関ガラス修理
（4/28～7/30）

●9月8日より利用再開

●2月補正予定
(復旧工事)

●復旧工事

●災害査定
12月予定

●災害査定
12月予定

●既定予算（舞台反射
板復旧）

●2月補正予定
（復旧工事）

●閉鎖中

●復旧工事

●閉鎖中



3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
区分

被害
箇所

被害の概要等

摘要

小
区
分

H26～H25

今後の復旧予定
H23

H24
分野

総施設数

含まれる施設

被害率

被
害
な
し

被
害
小

米
野

田
之
網

下
滝

大
利

総事業費 0 総事業費 0 総事業費 0

復
旧
状
況

稼
動
状
況

財
政
措
置

【摘要】
　田之網集会所の復旧については、沿岸
部の土地利用計画との整合性を図りなが
ら検討する

17 百万円総事業費

39% 41

集
会
所

市
立
集
会
所

【被害の概要等】
○市立集会所41施設のうち、16箇所で被
害あり。

※被害１６箇所内訳
【被害大】４か所
①米野（小名浜小湊）
　⇒1階床上浸水、和室等全損
②田之網（久之浜）
　⇒床上浸水、サッシ、内壁等全損
③下滝（遠野）
　⇒浄化槽破損、天井ボード剥離等
④大利（好間）
　⇒浄化槽破損

【被害小】12箇所
⑤小名浜西５区（小名浜愛宕上）
⑥野田（小名浜）
⑦住吉（小名浜）
⑧酒井（勿来町酒井）
⑨井出（田人貝泊）
⑩水野谷（常磐）
⑪希望ヶ丘（常磐上湯長谷）
⑫下船尾（常磐）
⑬川平（内郷白水）
⑭大畑（上好間）
⑮下三坂（三和）
⑯小白井（川前）

16

-
 1

8
 -

●25箇所　稼働中

●既定予算
（応急復旧等）

●米野集会所
応急復旧：清掃　廃棄物廃棄　5月から6月
復旧：内・外装修繕　8/10～10/31

●田之網集会所
応急復旧：清掃　廃棄物処理　5月から6月
復旧：沿岸域の土地利用計画を踏まえ対応検討

●下滝集会所
復旧： 内・外装修繕　8/15～11/31
 　 　　浄化槽修繕　7/19～12/31

●稼働

●復旧時期未定

●稼働中（トイレ除く）

●稼働中（トイレ除く）

●12箇所　被害あるものの稼働中

●被害の小さい12箇所
・小名浜西５区（7/28までに復旧）　　 ・野田（7/31までに復旧）
・住吉（7/31までに復旧）、　　　　　    ・酒井（6/30までに復旧）
・井出（6/30までに復旧）                  ・川平（8/17までに復旧）、
・下三坂（6/29までに復旧）　　 　　     ・小白井（6/30までに復旧）
※水野谷、希望ヶ丘、下船尾、大畑は被害軽微

●大利集会所
復旧：浄化槽修繕　7/19～1/31

●本稼働

●本稼働

●4月補正
（米野、田之網清掃等）

●6月補正
（米野、下滝、大利復旧工事）

●閉鎖中

●閉鎖中



3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
区分

被害
箇所

被害の概要等

摘要

小
区
分

H26～H25

今後の復旧予定
H23

H24
分野

総施設数

含まれる施設

被害率

小
規
模
被
害

大
規
模
被
害

小
規
模
被
害

大
規
模
被
害

総事業費 51 百万円 総事業費 7 百万円 総事業費 28 百万円

　【摘要】

地
域
集
会
所

【被害の概要等】
○修繕（小規模被害）
101集会所

○改築（大規模被害）
14集会所

※改築が必要な14集会所
【地震被害】
平12区集会所（解体済）
後田公民館
関田公民館
金坂集会所
折松公民館
中好間公民館
【津波被害】
永崎会館、
関田須賀集会所
四倉13区会館
中之作漁民センター
豊間集会所（消失）
薄磯公民館（消失）
岩間集会所（消失）
金ヶ沢集会所（消失）

総事業費

財
政
措
置

稼
動
状
況

復
旧
状
況

28 百万円

338 115

集
会
所

34%

                                                                          -
 1

9
 -

●今回の震災で被災した地域集会施設について、Ｈ２３年度に６５施設、Ｈ２４年度に３６施設の修繕を補助予定。

●既定予算
（修繕補助）

●9月補正
（修繕補助）

●津波及び地震によって被災した14集会所の改築に
ついては、平成24年度以降に補助予定。

※津波被災沿岸域の土地利用に合わせた整備を行う
集会所（４集会所）
　豊間中央集会所、薄磯公民館、
　岩間集会所、金ヶ沢集会所

●予算措置予定
（改築補助）

●稼働中

●予算措置予定
（改築補助）

●予算措置予定
（改築補助）

●閉鎖中



3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
区分

被害
箇所

被害の概要等

摘要

小
区
分

H26～H25

今後の復旧予定
H23

H24
分野

総施設数

含まれる施設

被害率

　

総事業費 - 総事業費 0 総事業費 0

100% 1 1

総事業費 0 総事業費 0 総事業費 0

【被害の概要等】
○天井・壁・床の一部破損
○ドアの一部損傷

【摘要】
　今回の震災を踏まえ、いわき市小規模
給水施設整備事業補助金交付要綱を一部
改正し、大規模災害時における給水施設
復旧に対する補助率を嵩上げした。
　また、飲用井戸等の渇水に対応するた
め新たな補助要綱の創設する。
〔改正概要〕
○災害救助法が適用される災害発生時に
おける給水施設等の復旧に要する経費へ
の補助率を1/3から2/3に嵩上げ。
○飲用井戸等を再建する場合にその費用
の一部を補助する制度を創設する。

【被害の概要等】
公営水道の給水区域外において、震災の
影響により水源が渇水した地区が発生し
ている。

■被害のあった小規模給水施設
　4施設
■渇水等のあった世帯（9/13現在）
　300世帯

財
政
措
置

い
わ
き
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 財

政
措
置

総事業費

【摘要】

復
旧
状
況

小
規
模
給
水
施
設
等

31 百万円

復
旧
状
況

総事業費

稼
動
状
況

稼
動
状
況

1 百万円

-
 2

0
 -

●小規模給水施設
　既存の補助要綱を改正（9月28日）。改正後の内容で申請を受付中。

●小規模給水施設
　被害のあった小規模給水施設４施設（田人２施設、遠野１施設、三和１施設）の復旧時期は未定。

●飲用井戸等
　9月13日現在で、復旧対策を検討中の渇水等の世帯　62世帯（田人：52世帯、遠野：2世帯、三和：8世帯）

●飲用井戸等
　新たな補助制度の構築。本年中に申請受付開始。

●3/28～　電話相談開始

●復旧工事
（H23年度内に完了予定）●復旧方法の検討（生涯学習プラザに合わせた復旧）

●既定予算
（復旧工事）

●予算措置予定
（飲用井戸等）

●予算措置予定
（小規模給水）
※地区からの申請内容を審
査のうえ、所要額を予算計上
予定。

●5/23～　来所相談開始



3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
区分

被害
箇所

被害の概要等

摘要

小
区
分

H26～H25

今後の復旧予定
H23

H24
分野

総施設数

含まれる施設

被害率

100% 1 1

総事業費 0 総事業費 0 総事業費 0220 百万円

復
旧
状
況

財
政
措
置

総事業費

【被害の概要等】
○施設外構部に沈下等による損壊多数。
大ホールの下手側客席天井ボード落下、
舞台機構設備や機械設備、舞台音響照明
にも被害が多数発生。

稼
動
状
況

【摘要】

芸
術
文
化
交
流
館
（
ア
リ
オ
ス
）

                                                                                             -
 2

1
 -

●避難所　3/11～5/5

●9/1　大・中リハーサル室、スタジオ、
　　　　　屋上庭園　再開

●10/19　大ホール、中・小劇場
　再開

●11/1　別館（音楽小ホー
ル、　練習室、稽古場、
別館ラウンジ）
　再開　（＝全館再開）

●4月補正
（復旧工事）

●　3/11～5/5　避難所としての利用

●6/19　館内ショップ再開

●8/1　施設貸出申請受付開始、
　　　キッズルーム、本館ラウンジ、
　　　カスケード、カンティーネ、
　　　カフェ　再開

●復旧工事　7/5～9/30
 外構工事、舞台機構装置、
舞台音響、舞台照明

●災害査定
（12月予定）



４　生活環境部所管施設　

3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

100% 4 4

総事業費 0 総事業費 0 総事業費 0

100% 5 5

総事業費 0 総事業費 0 総事業費 0総事業費

○農業集落排水施設
下小川
戸田
永井
三阪
渡辺

【摘要】

農
業
集
落
排
水
施
設

○浄化センター
北部浄化センター
東部浄化センター
中部浄化センター
南部浄化センター

【摘要】

浄
化
セ
ン
タ
ー

【被害の概要等】
○下小川
（公共災）管渠破損、マンホール隆起
（単独災）処理場（地盤沈下、漏水）
　　　　　マンホール隆起、管渠上陥没
○戸田
（単独災）処理場（地盤沈下、漏水）
○永井
（単独災）処理場（地盤沈下、漏水）
○三阪
（単独災）マンホール隆起・沈降
○渡辺
（公共災）管渠破損、マンホール隆起
（単独災）処理場（地盤沈下、亀裂）
　　　　　マンホール隆起、管渠上陥没

下
水
道
処
理
施
設

財
政
措
置

総事業費

財
政
措
置

含まれる施設 摘要

【被害の概要等】
○北部浄化センター（公共災）
・最終沈殿池上層汚泥掻寄機チェーン離
脱、消火用給水管漏水、合流エアタンク躯
体漏水、濃縮槽引抜弁駆動用空気配管損
傷、場内地盤沈下・亀裂

○東部浄化センター（公共災）
・合流BFP（高速アクセレータエアロ管）破
損

○中部浄化センター（公共災）
・外溝：亀裂陥没、焼却機械棟：壁亀裂、
焼却受入棟：亀裂陥没、管廊：電灯配管破
損、最初沈殿池：亀裂、最終沈殿池：亀裂
陥没

○南部浄化センター（公共災）
・外溝：陥没、監視装置：不良、最初沈殿
池：クラック、エアレーションタンク：ク
ラック

稼
動
状
況

区分

被害
箇所数

小
区
分

被害の概要等

復
旧
状
況

今後の復旧予定
H23

H26～H25H24
分野

被害率 総施設数

466 百万円

120 百万円

稼
動
状
況

復
旧
状
況

-
 2

2
 -

●稼動中

●災害査定

●実施設計（本復旧工事分）

●北部浄化センター本復旧工事（H23.11～H24.9）●応急復旧工事

●7月補正（本復旧工事）分

●4月補正（応急復旧工事分、本復旧実施設計分）

●本復旧
　北部浄化センター
　中部浄化センター
　南部浄化センター

●稼動中

●災害査定

●実施設計

●本復旧工事（下小川）　H23.10～H24.3

●復旧工事（単独災（下小川、戸田、永井、三阪、渡辺）～H24.3月）

●7月補正（本復旧工事分）

●4月補正（復旧工事）

●東部浄化センター　本復旧工事（H23.10～H24.3）

●中部浄化センター　本復旧工事（H23.10～H24.9）

●南部浄化センター　本復旧工事（H23.10～H24.9）

●本復旧工事（渡辺）　H23.10～H24.7

●本復旧　東部浄化センター

●本復旧（下小川、戸
田、永井、三坂）

●本復旧（渡辺）



3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3含まれる施設 摘要
区分

被害
箇所数

小
区
分

被害の概要等 今後の復旧予定
H23

H26～H25H24
分野

被害率 総施設数

40% 5 2

総事業費 0 総事業費 0 総事業費 0

85% 33 28

総事業費 0 総事業費 0 総事業費 0

総事業費

財
政
措
置

○地域汚水処理施設
勿来白米
南台

1 百万円

下
水
道
処
理
施
設

【摘要】
　久之浜ポンプ場については、沿岸部の
土地利用計画との整合性を図りながら、
今後のあり方を検討する。

【摘要】

都
市
下
水
路
・
雨
水
排
除
ポ
ン
プ
場

2,085 百万円

【被害の概要等】
○地震・津波による被害
・施設壊滅、津波による冠水、地盤沈
下、亀裂沈下等

（公共災該当）
・南富岡ポンプ場
・御代ポンプ場
・佐糠ポンプ場
・大倉ポンプ場
・江栗ポンプ場
・関田ポンプ場
・島ポンプ場
・浜川ポンプ場
・蜆川第一ポンプ場
・蜆川第二ポンプ場
・植田第一ポンプ場
・植田第二ポンプ場
・大原ポンプ場
・林城ポンプ場

地
域
汚
水
処
理
施
設

下
水
道
ポ
ン
プ
場
施
設

稼
動
状
況

○都市下水路・雨水
排除ポンプ場（28箇
所）

久之浜、蜆川第一
蜆川第二、東山
上仁井田、北一里塚
南白土、北目
小島、大町
西郷、八仙
芳川、南富岡
林城、御代
大原、島
野田、本谷
浜川、植田第一
植田第二、原前
大倉、佐糠
江栗、関田

復
旧
状
況

総事業費

財
政
措
置

【被害の概要等】
○勿来白米（単独災）
・管渠破損
○南台（単独災）
・配管破損

稼
動
状
況

復
旧
状
況

-
 2

3
 -

●（公共災）実施設計

●復旧工事H23.10～H24.12
　蜆川第一ポンプ場、蜆川第二ポンプ場

●7月補正（公共災復旧工事）

●4月補正（応急復旧工事、公共災分実施設計）

●応急復旧工事（単独災分）

●稼動中

●復旧工事

●既定予算
（復旧工事）

●災害査定

●既定予算（応急復旧工事）

●復旧工事H23.11～H24.8
　植田第一ポンプ場、植田第二ポンプ場

●復旧工事H23.12～H25.3
　大原ポンプ場、林城ポンプ場

●復旧工事H23.10～H24.3
　南富岡ポンプ場、御代ポンプ場、佐糠ポンプ
場、　大倉ポンプ場、江栗ポンプ場、関田ポンプ
場、島ポンプ場、浜川ポンプ場

※　久之浜ポンプ場
　　沿岸部の土地利用計画との整合性を図りながら、今後のあり方を検討

●久之浜ポンプ場：稼働停止
●その他のポンプ場については、6月10日以降、応急復旧にて稼働
●久之浜ポンプ場以外は、今年度内、又は来年度中に本復旧予定

●本復旧



3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3含まれる施設 摘要
区分

被害
箇所数

小
区
分

被害の概要等 今後の復旧予定
H23

H26～H25H24
分野

被害率 総施設数

41% 37 15

総事業費 0 総事業費 0 総事業費 0

2% 748 14

総事業費 0 総事業費 0 総事業費 0

下
水
道
ポ
ン
プ
場
施
設

○雨水排除ポンプ併設
汚水中継ポンプ場
（7箇所）
北白土第一
北白土第二
御厩
新町前
手掴
平蔵塚
小名川

○汚水中継ポンプ場
（8箇所）
上荒川
仁井田中継
元川中継
郷ヶ丘中継
若葉台中継
平南台中継
植田中継
根小屋

復
旧
状
況

133 百万円総事業費

財
政
措
置

復
旧
状
況

稼
動
状
況

稼
動
状
況

財
政
措
置

総事業費

【被害の概要等】
○地震・津波による被害
・下水道管の破損、たるみ L=13,807m
・マンホールの破損、亀裂 N=343箇所
・雨水排水施設の損壊・崩落 L=2,254m

【摘要】

【被害の概要等】
○地震・津波による被害
・施設壊滅、津波による冠水、地盤沈
下、亀裂沈下等

【摘要】

下
水
道
管
渠
等

公
共
下
水
道
ポ
ン
プ
場
等

2,818 百万円

-
 2

4
 -

●災害査定
●実施設計

●復旧工事(4処理区・雨水幹線　Ｈ23.11～H25.3）

●応急復旧及び補助対象外工事の実施

kmkm

●7月補正　（本復旧工事）

●4月補正（応急復旧、本復旧実施設計）

●災害査定

●実施設計

●本復旧工事
（公共災分：H23.10～H24.3）
　・平蔵塚ポンプ場
　・小名川ポンプ場
　・林城ポンプ場
　・北白土第一ポンプ場
　・北白土第二ポンプ場
　・御厩ポンプ場
　・新町前ポンプ場

●応急復旧工事（ポンプ場11箇所）

●稼働（6月10日～）
（応急復旧による稼働）

●7月補正　（本復旧工事）

●4月補正　（応急復旧、補助対象外工事）

●平南白土八ツ坂地内一部管路閉所、10月末に仮設配水管を設置し、応急復旧予定
●上記以外は稼働中

●本復旧

●本復旧



3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3含まれる施設 摘要
区分

被害
箇所数

小
区
分

被害の概要等 今後の復旧予定
H23

H26～H25H24
分野

被害率 総施設数

100% 2 2

北
部
清
掃
セ

南
部
清
掃
セ

総事業費 0 総事業費 0 総事業費 0

50% 4 2

ク
リ
ン
ピ
ー

の
家

山
田
ご
み
処
理

総事業費 0 総事業費 0 総事業費 0

ご
み
処
理
施
設

稼
動
状
況

総事業費

財
政
措
置

125 百万円

復
旧
状
況

【摘要】

リ
サ
イ
ク
ル
施
設

稼
動
状
況

○清掃センター
北部清掃センター
南部清掃センター

総事業費

財
政
措
置

清
掃
セ
ン
タ
ー

【摘要】

【被害の概要等】
○北部清掃センター（単独災）
震災による、大きな影響はなかったが、震災
後の焼却処理により焼却炉が損傷したた
め、改修工事予算について９月補正対応。
軽微なものについては、既定予算にて対
応。

○南部清掃センター（公共災）
建屋・炉内・蒸気配管ダクトの損傷、中央制
御室ガラス窓破損

復
旧
状
況

○リサイクル施設
クリンピーの家
山田粗大ごみ処理施
設

【被害の概要等】
○クリンピーの家
処理施設と一体となっている啓発施設の損
傷

○山田粗大ごみ処理施設
建屋の壁の崩落等の損傷

209 百万円

-
 2

5
 -

●実施設計 ●災害復旧工事（H23.11～H24.2）

●実施設計 ●災害復旧工事（H23.10～H24.2）

●実施設計 ●復旧工事（H23.11～H24.3）

●実施設計 ●復旧工事（H23.10～H24.3）

●稼動中

●6月補正（クリンピーの家復旧工事）

●4月補正
・山田ごみ処理施設復旧工事
・クリンピーの家復旧工事実施設計

●3/11～3/28休止

●3/29～4/11稼動

●4/12～4/29余震により休止

●4/30～稼動

●本復旧予定

●本復旧予定

●災害査定（工事終了後）

●既定予算（山田ごみ処理施設復旧工事実施設計）

●6月補正（南部清掃センター復旧工事）

●9月補正（北部清掃センター復旧工事）

●既定予算（実施設計）

●災害査定

●災害査定(工事終了後）



3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3含まれる施設 摘要
区分

被害
箇所数

小
区
分

被害の概要等 今後の復旧予定
H23

H26～H25H24
分野

被害率 総施設数

100% 3 3

北
部
衛
生
セ

南
部
衛
生
セ
中
部
衛
生
セ
北
部
衛
生
セ
南
部
衛
生
セ
中
部
衛
生
セ

総事業費 0 総事業費 0 総事業費 0

100% 3 3

総事業費 0 総事業費 0 総事業費 0

総事業費

【被害の概要等】
○北部衛生センター（単独災）
・地震・津波による基幹的設備の損壊
　海水取水ポンプの損壊（建屋ごと流出）建
屋、道路、配管、設備の足場の損壊。
・現在の処理量：50ｋｌ/日
・通常の処理量：90kl/日

○南部衛生センター（公共災）
・津波でほとんどの施設が浸水し取水ポンプ
等すべての施設及び機器の損壊。
・現在の処理量：0ｋｌ/日
・通常の処理量：150kl/日

○中部衛生センター（公共災）
・工業用水の配管、焼却設備（煙突）の傾
き、施設内道路の亀裂等
・現在の処理量：100ｋｌ/日
・通常の処理量：60kl/日

【摘要】

百万円未満

641 百万円

衛
生
セ
ン
タ
ー

○衛生センター
北部衛生センター
南部衛生センター
中部衛生センター

○公衆便所
辰巳町公衆便所
江名東町公衆便所
四倉五丁目公衆便所

復
旧
状
況

財
政
措
置

総事業費

財
政
措
置

稼
動
状
況

稼
動
状
況

復
旧
状
況

公
衆
便
所

【摘要】

【被害の概要等】
○辰巳町公衆便所
　施設全体浸水

○江名東町公衆便所
　施設全体浸水

○四倉五丁目公衆便所
　施設全体浸水

　

-
 2

6
 -

●3/12～4/24まで屋内退避圏

●仮復旧予定

●応急復旧（3/12～4/9）

●応急復旧（4/25～5/8）
●本復旧工事（H23.9～H24.3）

●本復旧工事（H23.7～H24.3）

●本復旧工事（H23.8～H23.12）

●4月補正（南部衛生センター本復旧工事）

●6月補正（中部衛生センター本復旧工事）

●7月補正（北部衛生センター本復旧工事）

●3/12～8/12　全ての公衆便所利用停止

※通常の処理量は、3施設合わせて、
３００ｋｌ/日であるが、現在は１５０kl/日
と半分の処理量である。残りの１５０ｋｌ分
については、浄化センターにて処理を行
っている。

●8/1～8/10　四倉五丁目公衆便所応急復旧工事

●本復旧予定

●4/25～5/8応急復旧実施

●5/9～仮復旧

●本復旧予定●3/12～　停止中

●本復旧予定

●8/13～　四倉五丁目公衆便所利用再開

●既定予算（四倉町五丁目公衆便所復旧工事）

●用途廃止：辰巳町、江名東町

●3/12～4/9　停止（応急復旧実施）

●4/10～　仮復旧

●既定予算（北部・中部衛生センター応急復旧）

●災害査定（工事終了後）

●災害査定（工事終了後）

●解体：辰巳町（10月予定）、江名東町（時期未定）



3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3含まれる施設 摘要
区分

被害
箇所数

小
区
分

被害の概要等 今後の復旧予定
H23

H26～H25H24
分野

被害率 総施設数

総事業費 10,000百万円 総事業費 10,000百万円 総事業費 -

処
理
フ
ロ
ー

【摘要】
　処理については、環境省の指針等を踏
まえながら進めているが、がれきの量が
膨大であることから、今後、数年の期間
を要する見込みである。 財

政
措
置

約100億見込み
（災害廃棄物仮置場事
業のH23年度予算措置が
全体処理量の1/4程度を
想定しているため、残
り3/4の半分としたが流
動的要素大）

総事業費 11,638百万円(津波被災地域：4,066百万円、その他地域：7,572百万円）

○がれき量
・発生量推計：88万トン
・仮置場集積量：456,671トン（9月末現
在）

○家屋解体撤去の見込数及び申請数
・津波被災地域（土木）：見込数2,112棟、
申請数2,112棟
・その他地域（環境）：見込数4,414棟、申
請数2,970棟

○沿岸部仮置場（9箇所）
・総面積：130,300㎡
・集積量：152,073トン
→津波被災地域の災害ごみを集積
①久之浜市民運動場
②久之浜バイパス用地
③仁井田川河口広場
④新舞子ハイツグラウンド
⑤豊間中学校校庭
⑥塩屋崎荘跡地
⑦藤原埠頭
⑧小名浜サンマリーナ
⑨常磐共同火力グラウンド

○内陸部仮置場（9箇所）
・総面積：108,050㎡
・集積量：304,598トン
→家庭からの災害ごみを集積
①四倉市民運動場
②仁井田運動場
③北緑地グラウンド
④小名浜港運動施設
⑤勿来市民運動場（稼働中）
⑥八日十日埋立処分地跡地（稼働中）
⑦クリンピーの丘
→品目別に津波被災地域から集積
⑧中部浄化センター：金属・家電
⑨南部浄化センター：コンクリート殻

処
理
状
況

約100億見込み
（H24に同じ）

が
れ
き
処
理

- --

-
 2

7
 -

●4月補正
●9月補正

●処理の全体工程

●被災冷凍魚類（再生利用・焼却）5/2～9/1

●ボード用木くず（再生利用）7/8～

●家電（再生利用）7/21～

●コンクリート殻（再生利用）9/6～

●燃料用木くず（再生利用）　→製品として流通させるための基準を確保するため、関係者間で調整中

●廃プラスチック類（再生利用）10/20～

●金属売却（再生利用）9/20～

＜仮置場＞ ＜処　理＞

再生利用
（リサイクル）

埋め立て

焼　　却
　
　仮置場（18箇所）
　・木くず
　・可燃ごみ
　・金属・家電
　・コンクリート殻
　・その他不燃ごみ
　・混合ごみ

焼却灰

運搬

約88万トン発生（推計） 約46万トン集積 20,463トン処理
（10月15日現在）※H23年度内に被災地に残る約42万トンの撤去を目指す

●既定予算

●その他（焼却・埋立）　→処理施設周辺の地元理解を得るため、放射性物質の測定データ公表や説明会を実施中

※今後着手するもの

＜被災地＞

仮置場でさらに選別後、
市や民間の処理施設に
運搬して処理

運搬

・家屋解体ごみ
（沿岸部・内陸部）
・震災により家庭から
発生したごみ

●流出がれきの撤去(～7月末) ※3/12～4月上旬：市道上等の撤去(行方不明者の捜索支援)

●津波被災地域損壊家屋等の撤去（ 7月～年内目標)

●既定予算

●4月補正
●7月補正 ●予算措置予定

津
波
地
域

そ
の
他
地
域



５　保健福祉部所管施設　

3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

0% 8 0
本
町

住
吉

宮

御
厩

三
阪

四
倉

久
之
浜

小
川

総事業費 0 総事業費 0 総事業費 0

                                                                -
 2

8
 -

0

保
育
所
（
被
害
な
し
）

総事業費

財
政
措
置

復
旧
状
況

稼
動
状
況

【被害の概要等】
○住吉保育所については、施設に被害は
ないものの、土砂災害警戒区域にあるた
め、閉鎖中である。

含まれる施設

【摘要】
　住吉保育所については、近隣保育所で
の受入れ可能性などを踏まえ、今後のあ
り方を検討する。

被害率 小区
分

被害の概要等

摘要

総施設数

分野

○本町
○住吉
○宮
○御厩
○三阪
○四倉
○久之浜
○小川

今後の復旧予定
H23

H26～H25H24
区分

被害
箇所

●住吉保育所：土砂災害警戒区域。
　　県が実施予定の対策工事の完了時期未定

●3/28再開、4/12～14閉所、4/15再開

●4/1再開、4/13～14閉所、4/15再開

●3/28再開、4/13～14閉所、4/15再開

●3/28再開、4/13～14閉所、4/15再開

●4/1再開、4/13～14閉所、4/15再開

●4/27再開（原子力災害の影響）

●住吉保育所の今後のあり方検討

●土砂災害警戒区域のため閉所

●4/1再開、4/13～14閉所、4/15再開



3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3含まれる施設

被害率 小区
分

被害の概要等

摘要

総施設数

分野
今後の復旧予定

H23
H26～H25H24

区分

被害
箇所

白
土
あ
さ
ひ

夏
井
永
崎
古
湊

渚

鹿
島
玉
露
渡
辺

錦

窪
田
菊
田
山
田
常
磐
第
一

常
磐
第
二
遠
野

綴

高
坂
三
和

川
前

川
前

そ
の
他

総事業費 - 総事業費 0 総事業費 0

-
 2

9
 -

稼
動
状
況

復
旧
状
況

19 百万円総事業費

財
政
措
置

保
育
所
（
一
部
損
壊
）

100%

○白土
○あさひ
○夏井
○永崎
○古湊
○渚
○鹿島
○玉露
○渡辺
○錦
○窪田
○菊田
○山田
○常磐第一
○常磐第二
○遠野
○綴
○高坂
○三和
○川前

2020

【被害の概要等】
○川前保育所については、施設の被害は
軽微であるものの、土砂災害警戒区域に
あるため、川前小において7/1から開所し
た。

○白土：ドアクローザー破損

○あさひ：内壁亀裂等

○夏井：内壁剥がれ等

○永崎：南側階段フェンス破損

○古湊：外壁クラック

○渚：外壁クラック

○鹿島：外壁クラック

○玉露：基礎コンクリートひび割れ

○渡辺：外壁クラック

○錦：天井一部破損、壁亀裂、浄化槽亀
裂等

○窪田：天井壁亀裂等

○菊田：天井亀裂、雨水排水管破損等

○山田：内壁亀裂

○常磐第一：配管破損、換気ダクト破損

○常磐第二：天井ひび割れ

○遠野：天井ひび割れ等

○綴：外壁破損、トイレ等の一部破損

○高坂：外壁亀裂

○三和：天井材の一部破損

○川前：基礎表面モルタルの剥がれ等

【摘要】
　川前保育所については、平成25年度以
降、引き続き川前小で開設するか、元の
施設で再開するかを別途検討する。

●3/28再開、4/13～14閉所、4/15再開

●4/1再開、4/13～14閉所、4/15再開

●3/28再開、4/12～14閉所、4/15再開

●4/1再開、4/13～14閉所、4/15再開

●3/28再開、4/13～14閉所、4/15再開

●4/1再開、4/13～14閉所、4/15再開

●4/1再開、4/13～14閉所、4/15再開

●4/1再開、4/12～14閉所、4/15再開

●3/28再開、4/12～14閉所、4/15再開

●3/28再開、4/12～14閉所、4/15再開

●3/28再開、4/13～14閉所、4/15再開

●3/28再開、4/13～14閉所、4/15再開

●4/15再開

●3/28再開、4/13～14閉所、4/15再開

●3/28再開、4/12～14閉所、4/15再開

●3/28再開、4/13～14閉所、4/15再開

●3/28再開、4/13～14閉所、4/15再開

●3/28再開、4/13～14閉所、4/15再開

●4/1再開

●7/1 川前小において再開

●県が土砂災害対策工事を実施（H24年度末完了予定）

●応急復旧工事

●4/12閉所（土砂災害警戒区域のため）

●本復旧工事

●4/1再開、4/12～15閉所、4/16再開

●既定予算（応急復旧工事及び本復旧工事） ●予算措置予定
（窪田保育所 擁
壁改修等）

●窪田保育所 擁壁改修、園舎
一部改築設計・工事

●窪田保育所 擁壁改修設計

●災害査定



3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3含まれる施設

被害率 小区
分

被害の概要等

摘要

総施設数

分野
今後の復旧予定

H23
H26～H25H24

区分

被害
箇所

平

高
久

江
名

滝
尻

下
川

泉

川
部
田
人

平

高
久

江
名

滝
尻

下
川

泉

川
部

田
人

総事業費 - 総事業費 - 総事業費 0

-
 3

0
 -

88100%

○平
○高久
○江名
○滝尻
○下川
○泉
○川部
○田人

総事業費

【被害の概要等】
○平：園舎全体の傾き、外壁亀裂、給食
室の壁亀裂

○高久：浄化槽破損、園全体の内壁のず
れ、外壁亀裂

○江名：地盤沈下による園舎全体の傾
き、土砂災害警戒区域にある

○滝尻：園舎全体の傾き、浄化槽破損、
給水管破損による漏水

○下川：浄化槽破損、給水管破損による
漏水

○泉：玄関土間ひび割れ、給水管破損に
よる漏水、増築部分の脱落

○川部：園舎全体の歪み、園庭陥没・
ポール転倒、保育室パネル落下、保育室
壁亀裂、テラス隆起と亀裂

○田人：園舎全体の傾き、遊戯室・幼児
棟柱ずれ、裏ブロック塀倒壊、保育室裏
土台とひさし天井ひび等

稼
動
状
況

財
政
措
置

457 百万円

【摘要】
　平保育所及び江名保育所については、
近隣保育所での受入れ可能性などを踏ま
え、今後のあり方を検討する。

復
旧
状
況

保
育
所
（
大
規
模
損
壊
）

●3/28再開、4/13～14閉所、4/15再開、5/7閉所

●3/28再開、4/13～17閉所、4/18再開

●3/28再開、4/12～19閉所、4/20再開

●9/1から再開

●外壁亀裂等修繕 ●平成23年９月の被災度判定結果(建て替え相当）を踏まえ、今後のあり方を検討する。

●浄化槽修繕

●浄化槽、給水管修繕

●平成23年９月の被災度判定結果(建て替え相当）を踏まえ、今後のあり方を検討する。

●給水管修繕

●玄関土間ひび割れ、
給水管等修繕

●壁亀裂等修繕

●園舎工事設計委託

●園舎工事設計委託

●園舎工事設計委託

●既定予算（応急復旧工事）
　・外壁亀裂、浄化槽修繕等

●閉所中

●閉所中

●9/1から再開●閉所中

●24年度中の再開予定●閉所中

●24年度中の再開予定●閉所中

●園舎改修工事

●園舎改修工事

●園舎改修工事

●天井ひび等修繕 ●擁壁改修、園舎一部改築設
計・工事

●擁壁改修設計委託

●災害査定

●災害査定

●災害査定

●災害査定

●災害査定

●災害査定

●12月補正予定
・園舎改修工事 ●予算措置予定

（田人保育所擁壁
改修等）



3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3含まれる施設

被害率 小区
分

被害の概要等

摘要

総施設数

分野
今後の復旧予定

H23
H26～H25H24

区分

被害
箇所

豊
間

下
神
白

総事業費 - 総事業費 - 総事業費 0

10% 40 4
豊
間

江
名

永
崎

久
之
浜
一
小

総事業費 0 総事業費 0 総事業費 0

-
 3

1
 -

2

○豊間
○下神白

2

【被害の概要等】
○豊間：津波により全壊
○下神白：津波により全壊

【摘要】
　豊間・下神白保育所については、沿岸
部の土地利用計画との整合性を図りなが
ら、今後のあり方を検討する。

【被害の概要等】
○豊間小児童クラブ室：被害はないが、
学校が閉鎖しているため使用していな
い。（豊間小⇒高久小へ）

○江名保育所余裕教室：地盤沈下による
園舎全体の傾き

○永崎小児童クラブ室：津波による床上
浸水、給排水設備の損壊（永崎小⇒江名
小）

○久之浜一小余裕教室：出入り口の外部
階段と建物との間に隙間発生。津波・原
発の影響により中央台北小に通学。（久
之浜一小⇒中央台北小）

【摘要】

復
旧
状
況

6 百万円

稼
動
状
況

総事業費

財
政
措
置

復
旧
状
況

財
政
措
置

-

稼
動
状
況

総事業費

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

保
育
所
（
全
壊
）

100%

○豊間小児童ク
ラブ室
○江名保育所余
裕教室
○永崎小児童ク
ラブ室
○久之浜一小余
裕教室

津波により建物全壊。（上物については、屋根・柱等が残っている）
沿岸域のため、現時点では不明。

津波により建物全壊。（基礎部分が残っている）
沿岸域のため、現時点では不明。

●7/21～
沼ノ内公民館で再開

●5/9～
洋向台地区の民家で再開

●5/22～
江名地区の民家で再開

●5/9～
中央台地区の民家で再開

学校・保育所の再開に合わせて実
施場所を復旧させて事業再開

●10/11～
久之浜一小で再開

●豊間保育所、下神白保育所の今後のあり方検討

●H24年度中
永崎小で再開

●12月補正予定（改築工事）
・永崎小児童クラブ室

●永崎小児童クラブ室改築工事



3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3含まれる施設

被害率 小区
分

被害の概要等

摘要

総施設数

分野
今後の復旧予定

H23
H26～H25H24

区分

被害
箇所

33% 3 1

総事業費 - 総事業費 - 総事業費 0

100% 2 2
千
寿
荘

徳
風
園

総事業費 0 総事業費 0 総事業費 0

-
 3

2
 -

○千寿荘
○徳風園

【摘要】

【被害の概要等】
○植田児童館：地震により施設が傾き、
基礎及び外壁等の亀裂

【摘要】
　現在の空き店舗利用の継続使用などを
含めて、対応を検討する。

復
旧
状
況

復
旧
状
況

14 百万円総事業費

財
政
措
置

2 百万円

老
人
福
祉
施
設

稼
動
状
況

児
童
館

○植田児童館

稼
動
状
況

総事業費

財
政
措
置

【被害の概要等】
○千寿荘
・天井の破損、地盤沈下、給湯配管漏水

○徳風園
・地盤沈下、浄化槽配管破損

養
護
老
人
ホ
ー
ム

●閉鎖（4/4～）

●8/3～
植田駅前の空き店舗を借りて実施

●来年度以降における実施場所の検討

●既定予算対応（賃借料等）

●5～7月
公共施設等を利用した
赤ちゃんサロン、巡回児童館等
を実施

●被災度区分判定（建て替え相当）

●予算措置予定
・千寿荘、徳風園本復旧工事

●閉鎖なし

●3/11 藤間中に避難

●3/14 施設に戻る

●4月補正
・千寿荘、徳風園応急復旧工事

●応急復旧工事
（給湯配管、浄化槽配管等）

●本復旧工事（天井、浄化槽等）

●既定予算
・千寿荘応急復旧工事

●災害査定

●施設解体

※賃借継続の場合、後年度においても
費用負担が生じる。



3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3含まれる施設

被害率 小区
分

被害の概要等

摘要

総施設数

分野
今後の復旧予定

H23
H26～H25H24

区分

被害
箇所

100% 5 5

総事業費 0 総事業費 0 総事業費 0

100% 1 1

総事業費 0 総事業費 0 総事業費 0

駐
車
場

検
査
用
器
具

駐
車
場

検
査
用
器
具

総事業費 0 総事業費 0 総事業費 0

-
 3

3
 -

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

【被害の概要等】
○地震により水道管の漏水

【被害の概要等】
○平老人福祉センター：給排水管損傷
○勿来老人福祉センター：電線引込線損
傷、給排水管損傷、窓枠損傷
○内郷老人福祉センター：ブロック塀倒
壊
○四倉老人福祉センター：給排水管損
傷、下水排水管損傷
○老人憩いの家：ブロック塀倒壊

【摘要】

復
旧
状
況

稼
動
状
況

総事業費

財
政
措
置

復
旧
状
況

稼
動
状
況

総事業費

財
政
措
置

9 百万円

○総合保健福祉
センター

稼
動
状
況

【被害の概要等】
○駐車場の隆起
○試験検査用器具の破損

【摘要】

総事業費

【摘要】 財
政
措
置

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

復
旧
状
況

100% 1 1

百万円未満

老
人
福
祉
施
設

○平老人福祉セ
ンター
○勿来老人福祉
センター
○内郷老人福祉
センター
○四倉老人福祉
センター
○小名浜老人憩
いの家 2 百万円

授
産
施
設

○内郷授産場

●既定予算（修繕工事）

●修繕対応

●～3/23 閉鎖
　3/24～ 開館

●残りの機器復旧

●国との協議結果
を受け対応検討

●被害軽微のため、開館しながら適宜修繕

●修繕（本復旧）

●既定予算

●3/31まで閉鎖

●4/1～　開館

●閉鎖なし

●必要性高い機器復旧

●既定予算
・検査用機器等

●必要性の高い機器から順次復旧（年内を目途）

●予算措置予定
・駐車場等

●災害査定

●本復旧



3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3含まれる施設

被害率 小区
分

被害の概要等

摘要

総施設数

分野
今後の復旧予定

H23
H26～H25H24

区分

被害
箇所

100% 1 1

総事業費 0 総事業費 0 総事業費 0

                                                                                                                           -
 34

 -

百万円未満

【摘要】

【被害の概要等】
○プール天井及びパネルヒーターの破損

総事業費

財
政
措
置

健
康
福
祉
プ
ラ
ザ

○健康福祉プラ
ザ「ゆったり
館」

復
旧
状
況

稼
動
状
況

●既定予算

●～4/1
 閉鎖

●修繕対応

●4/2～11
 一部再開（風呂）

●4/12～16
閉鎖

●4/17～
一部再開（風呂、トレーニングルーム）
●4/20～
一部再開（プール）

●宿泊施設は12月再開予定
（4/9～10/末 広野からの避難者
滞在予定 ）



６　農林水産部所管施設

3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

総事業費 0 総事業費 0 総事業費 0

総事業費 0 総事業費 0 総事業費 0

総事業費 0 総事業費 0 総事業費 0

総事業費 0 総事業費 0 総事業費 0

-
 3

5
 -

宿
泊
施
設

100% 44

○いわきの里
鬼ヶ城
○遠野オート
キャンプ場
○田人おふくろ
の宿
○湯の岳山荘

4 百万円

総事業費

復
旧
状
況

0

稼
動
状
況

総事業費 4 百万円

財
政
措
置

【摘要】 財
政
措
置

総事業費

い
わ
き
の
里
鬼
ヶ
城

【被害の概要等】
○施設内装、サッシ類の破損

【摘要】

遠
野
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

【被害の概要等】
○4月11日の余震により、浄化槽の破損
3月11日～5月3日まで通常営業

復
旧
状
況

復
旧
状
況

小
区
分

被害の概要等

稼
動
状
況

H23

摘要

今後の復旧予定

分野
被害率 総施設数

含まれる施設

被害
箇所 区分

稼
動
状
況

H26～H25H24

田
人
お
ふ
く
ろ
の
宿

【被害の概要等】
○瓦の落下

【摘要】

湯
の
岳
山
荘

【被害の概要等】
○（構造躯体も含め）被害なし。

【摘要】
 水道のない地域であり、沢水をろ過して使
用しているが、震災の影響で安定した沢水の
確保が困難な状況が続いている。水の確保策
について、検討する。

総事業費 百万円未満

財
政
措
置

稼
動
状
況

財
政
措
置

復
旧
状
況

●7/1～通常営業

●7/6～　通常営業●5/4～7/5　閉鎖

●既定予算（修繕工事）

●5/19～7/1　【修繕工事】

●修繕工事　6/8～6/30

●3/12～6/30閉鎖

●既定予算（修繕工事）

●3/24～5/23　東電下請け業者が貸切宿泊入浴サービスは継続して実施

●5/24～
通常利用再開

●稼働中

●3/17～3/20
臨時休業

●既定予算　瓦修繕

●4/15～4/17　屋根瓦修繕



3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

小
区
分

被害の概要等
H23

摘要

今後の復旧予定

分野
被害率 総施設数

含まれる施設

被害
箇所 区分

H26～H25H24

0% 1 0

総事業費 0 総事業費 0 総事業費 0

80% 5 4

総事業費 0 総事業費 0 総事業費 0

-
 3

6
 -

排
水
機
場

総事業費 58 百万円

【被害の概要等】
（公共災）１か所
　○下仁井田
　　・除塵機破損

（単独災）３か所
　○中塩・細谷・下小川
　　・道路亀裂

【摘要】
○河川の渇水期に工事を実施するため、
工期の期間が限られ、工期が長期にな
る。

財
政
措
置

稼
動
状
況

復
旧
状
況

復
旧
状
況

総事業費 0

財
政
措
置

稼
動
状
況

フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

【被害の概要等】
○（構造躯体も含め）被害なし。

【参考】
敷地面積：260,866．62㎡
植物種類・数量：約600種類　５万本

公
園

【摘要】

●3/12～
4/30休園

●開園5/1～

【参考】主な行事
7/16～7/17　サマーフェスティバル

10/22～10/23 オータムフェスティバル

2/18～2/19 ウインターフェスティバル

●稼働中

●【公共災】復旧工事
①委託：平成23年6月～9月　②査定：平成23年10月　③実施設計：平成23年11月
④発注：平成23年12月　⑤工期：平成24年1月～平成25年3月

●既定予算（【単独災】復旧工事）

●【単独災】復旧工事年度内復旧予定
　　・河川の渇水期に工事実施

●5月補正（【公共災】委託設計）

●12月補正予定（【公共災】復旧工事)



3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

小
区
分

被害の概要等
H23

摘要

今後の復旧予定

分野
被害率 総施設数

含まれる施設

被害
箇所 区分

H26～H25H24

8% 382 32

総事業費 0 総事業費 0 総事業費 0

                                               -
 3

7
 -

た
め
池

総事業費 155 百万円

財
政
措
置

復
旧
状
況

稼
動
状
況

【被害の概要等】
（公共災）８か所
　・堤体亀裂
　・法面崩落等

（単独災）24か所
　・堤体亀裂
　・洪水吐亀裂等

【摘要】

●稼働中
　一部ため池は貯水量を調節

●【公共災3ヶ所/8ヶ所中】復旧工事
（①北神谷御代作、②鹿島町船戸花水、⑧小名浜玉川町西）
委託：平成23年５月～7月　⇒　査定：平成23年7月～9月　⇒　実施設計：平成23年10月　⇒
発注：平成23年10月　⇒　工期　平成23年11月～平成24年3月

●【単独災24ヶ所】復旧工事(農閑期に施工)
予算措置後、年度内復旧○被害大（8か所）公共災該当

　①北神谷御代作（堤体亀裂/波除工陥没）
　②鹿島町船戸花水（堤体亀裂）
　③後田町細谷（堤体前法面崩落）
　④江畑町茶立場（堤体亀裂）
　⑤菅波南作（堤体亀裂/波除工陥没）
　⑥泉町下川萱手
　　（堤体前法面張ブロック破損）
　⑦下船尾町杭出作（洪水吐破損）
　⑧小名浜玉川町西（堤体崩落）

○被害小（24か所）単独災該当
　⑨下高久大和久（堤体亀裂）
　⑩北神谷戸ノ内（堤体破損・陥没）
　⑪下山口雨ヶ作（洪水吐亀裂）
　⑫菅波菅波入第2（波除工沈下）
　外20か所

●ため池堤体の
底桶等を復旧するため、
平成24年度内完了

●24箇所中4箇所復旧済(5月～10月にかけて）

●【公共災5ヶ所/8ヶ所中】復旧工事
（③後田町細谷、④江畑町茶立場、⑤菅波南作、⑥泉町下川萱手、⑦下船尾町杭出作）
設計委託：平成23年6月～8月⇒災害査定：平成23年9月⇒実施設計：平成23年10月
⇒発注：平成23年11月⇒工期：平成23年12月～平成25年3月

●4月補正（公共災実施設計）

●既定予算 (単独災復旧工事）

●5月補正（公共災実施設計）

●9月補正 （公共災復旧工事）

●7月補正（公共災復旧工事）

●本復旧
（単独災24ヶ所）

●本復旧
（公共災3ヶ所）

●本復旧
（公共災5ヶ所）



3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

小
区
分

被害の概要等
H23

摘要

今後の復旧予定

分野
被害率 総施設数

含まれる施設

被害
箇所 区分

H26～H25H24

1% 472 7

総事業費 0 総事業費 0 総事業費 0

9% 11 1

総事業費 0 総事業費 0 総事業費 0

-
 3

8
 -

橋
梁

総事業費 9 百万円

復
旧
状
況

【被害の概要等】
（公共災）１か所
　○本内橋
　 (渡辺町松小屋)
　　・橋脚亀裂

【摘要】

稼
動
状
況

財
政
措
置

総事業費 211 百万円

財
政
措
置

復
旧
状
況

稼
動
状
況

【被害の概要等】
（公共災）４か所
　・躯体破損、護岸崩落等
（単独災）３か所
　・洪水吐閉塞、躯体破損等

【摘要】
○公共災該当の4ヶ所については、河川
の渇水期に工事を実施するため、工期の
期間が限られ、工期が長期になる。

農
業
用
取
水
堰

●稼働中

●復旧工事が終了するまで車両通行止め

●【単独災3ヶ所】復旧工事
予算措置後、年度内復旧

●【公共災4ヶ所】復旧工事
　委託：平成23年7月～9月　⇒　災害査定：平成23年10月　⇒　実施設計：平成23年11月　⇒
　発注：平成23年12月　⇒　工期：平成24年1月～平成25年3月

●4月補正（公共災実施設計）

●復旧工事
設計委託：8月～9月　⇒　災害査定10月　⇒　実施設計11月　⇒
発注12月　⇒　工期：H24年1月～H24年3月

●既定予算（実施設計）

○被害大（4か所）公共災
　①平赤井（管理棟周辺地盤沈下/魚道･階段･
　　護岸･擁壁に開口ｸﾗｯｸ有）
　②平下高久（転倒ゲート破損
　　（県営事業予定）
　③四倉町戸田（躯体破損,護岸崩落,張ﾌﾞﾛｯｸ
　　7箇所被害）
　④後田町柳町（ゲート操作室傾斜）

○被害小（3か所）単独災
　⑤下山口字熊ノ下
　　（洪水吐閉塞、躯体クラック）
　⑥下山口字湯ノ口（扉体変形）
　⑦四倉町戸田（躯体破損）

●既定予算(単独災復旧工事）

●5月補正（公共災実施設計）

●7月補正（公共災復旧工事）

●12月補正予定（公共災復旧工事）

●予算措置予定（復旧工事）

●本復旧

●本復旧
（単独災3ヶ所）

●本復旧
（公共災4ヶ所）



3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

小
区
分

被害の概要等
H23

摘要

今後の復旧予定

分野
被害率 総施設数

含まれる施設

被害
箇所 区分

H26～H25H24

- - 65

総事業費 0 総事業費 0 総事業費 0

-
 3

9
 -

農
道

総事業費 34 百万円

復
旧
状
況

【被害の概要等】
（公共災）３か所
　　・法面崩落
　　・路面沈下等
（単独災）62か所
　　・路面亀裂等

【摘要】

稼
動
状
況

財
政
措
置

●稼働中
　一部農道で通行止箇所あり

●【単独災62ヶ所】復旧工事（農閑期に施工）
　年度内復旧予定

●【公共災3ヶ所】復旧工事
　設計委託：平成23年5月～7月　⇒　災害査定：平成23年8月　⇒　実施設計：平成23年9月　⇒
　発注：成23年10月　⇒　工期：平成23年11月～平成24年3月

●4月補正 （公共災実施設計）

○被害大（3か所）公共災該当
 ①小川町上小川高谷地（法面崩落/土砂流入）
 ②田人町黒田一ノ倉（路面沈下）
 ③田人町黒田掛橋（路面沈下）

○被害小（62か所）単独災該当
 ④平下高久小鍜治（法面崩落）
 ⑤平小泉馬場（法面崩落）
 ⑥泉町横山第2（道路崩落）
 ⑦渡辺町田部江添（路面亀裂）
 ⑧渡辺町中釜戸松畑第2（路面亀裂）
 ⑨渡辺町中釜戸字松畑第3（路面沈下）
 ⑩渡辺町松小屋芳田（路面沈下）　外55か所

●62箇所中21箇所復旧済
（9/30現在）

●既定予算(単独災復旧工事）

●7月補正 （公共災復旧工事）

●本復旧



3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

小
区
分

被害の概要等
H23

摘要

今後の復旧予定

分野
被害率 総施設数

含まれる施設

被害
箇所 区分

H26～H25H24

- - 171

総事業費 0 総事業費 0 総事業費 0

0% 1 0

総事業費 0 総事業費 0 総事業費 0

100% 1 1

総事業費 0 総事業費 0 総事業費 0

-
 4

0
 -

上三坂市民運動
広場
下三坂市民運動
広場

公
有
林
等

水
路

総事業費 3 百万円

ウ
ッ
ド
ピ
ア
い
わ
き

【被害の概要等】
○（構造躯体も含め）被害なし。

上
三
坂
・
下
三
坂
市
民
運
動
広
場

【被害の概要等】
○広場表面の亀裂

【摘要】

稼
動
状
況

財
政
措
置

復
旧
状
況

復
旧
状
況

総事業費 0

【摘要】
　震災後、休館していたが、石炭・化石
館ほるるのオープンに合わせて開館し
た。

稼
動
状
況

財
政
措
置

総事業費 183 百万円

財
政
措
置

復
旧
状
況

稼
動
状
況

【被害の概要等】
（公共災）25か所
　　・水路閉塞
　　・水路隆起等
（単独災）146か所
　　・水路閉塞
　　・水路隆起等

【摘要】

展
示
施
設

●稼働中
　一部水路で使用不可箇所あり

●【単独災146ヶ所】復旧工事（農閑期に施工）
年度内復旧予定

●【公共災25ヶ所】復旧工事
　設計委託：平成23年５月～7月　⇒　災害査定：平成23年8月　⇒
　実施設計：平成23年9月　⇒　発注：平成23年10月　⇒
　工期：平成23年11月～平成24年3月

●4月補正  （公共災実施設計）

●7/20 ～　石炭・化石館ほるるの再オープンに併せて開館

●3/11の地震により、表部亀裂発生後は、危険防止のため利用中止。
4/11の余震でさらに亀裂が拡大。

●復旧工事予定
１０～１２月頃まで

●既定予算（復旧工事）

○被害大（25か所）
　①平藤間鯨第1（柵渠破損）
　②平下高久中谷地（水路隆起）
　③錦町成沢（水路隆起）
　④沼部町鍛冶前第1（水路閉塞）
　⑤小浜町西ノ作第1（水路閉塞）　外20か所

○被害小（146か所）
　⑥平四ツ波三反田（水路閉塞）
　⑦平豊間神之前第1（水路閉塞）
　⑧平下高久原第1（柵渠破損）
　⑨平仲間町第1（水路底版隆起）
　⑩平下神谷人取沼（水路隆起）
　⑪平沼ノ内町田第1（水路破損）　外140か所

●146箇所中61箇所復旧済
（9/30時点）

●既定予算 (単独災復旧工事）

●5月補正 （公共災実施設計）

●9月補正（公共災復旧工事）

●12月補正予定 （公共災復旧工事）

●7月補正 （公共災復旧工事）

●本復旧

●本復旧



3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

小
区
分

被害の概要等
H23

摘要

今後の復旧予定

分野
被害率 総施設数

含まれる施設

被害
箇所 区分

H26～H25H24

100% 1 1

総事業費 0 総事業費 0 総事業費 0

1% 357 4

総事業費 0 総事業費 0 総事業費 0

25% 284 70

総事業費 0 総事業費 0 総事業費 0

-
 4

1
 -

ときわ台生活環
境保全林内調整
池

公有林

公
有
林
等

総事業費 162 百万円

稼
動
状
況

【摘要】

財
政
措
置

林
道

【被害の概要等】
○路面亀裂や法面崩落などの70路線、
176箇所に被害

○公共災対象8路線8箇所

○単独災対象69路線168箇所

復
旧
状
況

総事業費 1 百万円

復
旧
状
況

公
有
林

【被害の概要等】
○公有林4箇所に落石・土砂崩落など

【摘要】

と
き
わ
台
生
活
環
境
保
全
林
内
調

整
池

稼
動
状
況

財
政
措
置

総事業費 8 百万円

復
旧
状
況

財
政
措
置

【被害の概要等】
○貯水槽全損

【摘要】

稼
動
状
況

●既定予算（復旧工事）

●7/ 18～
グラウンド使用再開のためトイレ脇に200lタンクを設置

●5月補正（【維持補修】重点雇用）

●【単独災168ヶ所】復旧工事
　年度内を目途に作業中既定予算で対応

●災害査定8路線

●既定予算（【復旧】単独災（林道維持補修費）

【維持補修】緊急雇用・重点雇用　順次復旧作業中

●路面亀裂や法面崩落などの被災箇所については、復旧状況に応じて順次供用開始予定

●既定予算（復旧工事）

※公有林（4箇所）内訳
　
①久ノ浜町久之浜（着手予定）
②勿来町関田（検討中）
③四倉町太夫坂（復旧済）
④四倉町鬼越（検討中）

●Ｈ23.4.27
委託契約①～⑦

●H23.6.23
委託契約⑧

●Ｈ23.7.13～15
災害査定①～⑦

●Ｈ237.28～29
災害査定⑧

※公共災（8路線内訳及び被災状況）
●工期
①上高部線（擁壁損壊 H23.9.30～H24.3.16）
②川上線（路肩・路面崩落 H23.9.30～H24.1.16）
③戸ノ内高柴線（路肩崩壊・法面崩落 H23.9.30～
H24.3.16）
④塩ノ平線（路面破断 H23.9.16～H23.11.7）
⑤鮫川線（路肩崩壊 H23.11.12～H24.3.16）
⑥遅川線（路肩崩壊　H23.9.16～H23.11.30）
⑦桐ケ岡線（法面崩落　H23.10.3～H24.3.30）
⑧往生山線（法面崩落　H23.9.30～H24.3.30）

●10月～平成24年2月　復旧工事

●勿来町関田及び四倉町鬼越は緊急性や
必要性等を勘案したうえで、順次対応していく。

●久之浜町久之浜復旧作業
●四倉町
太夫坂
8/16復旧
済

●【公共災8ヶ所】復旧工事

●既定予算（【維持補修】緊急雇用）

●7月補正（【復旧】公共災）

●本復旧
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小
区
分

被害の概要等
H23

摘要

今後の復旧予定

分野
被害率 総施設数

含まれる施設

被害
箇所 区分

H26～H25H24

100% 1 1

総事業費 - 総事業費 - 総事業費 0

100% 1 1

総事業費 0 総事業費 0 総事業費 0

-
 4

2
 -

小名浜魚市場

復
旧
状
況

【摘要】
　現在、応急復旧を行った市場東棟に
て、再開している。今後については、周
辺地域の状況等を勘案しながら、検討を
進める。

財
政
措
置

稼
動
状
況

小
名
浜
魚
市
場

【被害の概要等】
〔東棟〕
・事務所玄関等流出
・電気設備等浸水により破損
〔西棟〕
・卸売場床面亀裂
・１階事務所損壊
※西棟の被害が比較的甚大である。

総事業費 6 百万円

市
場

405 百万円

中央卸売市場

稼
動
状
況

復
旧
状
況中

央
卸
売
市
場

総事業費

財
政
措
置

【被害の概要等】
○市場南側法面の崩落（幅100m　高さ
40m　崩落面積2,000㎡）
※売場、事務所等施設にかかる大きな被
害はない。

【摘要】

●3/11～
休開場日程どおり市場を開場。

●4/14～1/31　応急工事

●5/30～12/2
設計業務委託

●2月上旬～11月下旬
復旧工事等

●4月補正（応急工事　設計業務委託　立木補償費）

●6月補正（復旧工事等　立木補償　用地取得費等）

●9月補正（復旧工事等）
※設計業務委託の成果及び査定により事業費及び補助金額の変更あり。

●災害査定11月上旬

●既定予算（応急対策の速やかな実施のため、一部工事を発注）

●【応急復旧】
4月末～5月末
電気設備･ポンプ等修繕

●西棟解体設計

●漁協等による１号ふ頭市場等の整備

●６月～市場再開（応急復旧した東棟にて再開）

●既定予算(電気設備･ポンプ等修繕) ●12月補正予定（西棟解体設計）

●漁協等による１号ふ頭市場等の復旧に向けた検討

※周辺地域の状況を勘案しながら、小名浜魚市場施設の整備について検討

●西棟解体工事

●2月補正予定（西棟解体工事）



７　商工観光部所管施設　

3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

100% 3 3

本
館

ヘ
ル
ス
プ
ー
ル
棟

本
館

ヘ
ル
ス
プ
ー
ル
棟

総事業費 － 総事業費 － 総事業費 0

-
 4

3
 -

総事業費 53 百万円

財
政
措
置

稼
動
状
況

復
旧
状
況

宿
泊
施
設

新
舞
子
ハ
イ
ツ

○新舞子ハイツ
○勿来の関荘
○平ユース・ホ
ステル

【被害の概要等】
○本館
・1階大部分に汚泥の堆積
・客室は床汚れ、照明器具は落下破損、
壁亀裂
・各館の接合部分に段差発生　外
○ヘルスプール棟
・事務所・アスレチックジムに浸水、汚
泥体積
・入口自動ドアガラス破損
・アスレチックジム床歪み　外
○体育館
・床の歪み、目地の広がり、床と壁の間
に隙間
○周辺
・施設周辺が地盤沈下

分野
被害率 総施設数

含まれる施設

被害
箇所

小
区
分

【摘要】

H26～H25H24

被害の概要等
区分

摘要

今後の復旧予定
H23

●応急復旧工事

●本館脇駐車場修繕

●温泉棟エレベーター修繕

●本館多目的ホール床改修工事

●冷温水機モーター修繕

●本館・温泉棟電気設備改修工事

●本館耐震補強計画評価委託 ●本館耐震補強工事予定

●ヘルスプール等被害調査委託 ●ヘルスプール
本復旧改修工事予定

●予備費
(２次避難所へ向けた応急復旧工事)

●６月補正
・本館脇駐車場修繕
・本館多目的ホール床改修工事
・本館・温泉棟電気設備改修工事

●既定予算
冷温水機モーター修繕

●既定予算（ヘルスプール等被害調査委託）

●既定予算
　本館耐震補強計画評価委託

●予算措置予定（本館耐震補強
工事）

●3/12～5/13
全館閉館

●5/14～テニスコート仮営業

●5/24～本館仮営業
●体育館営業予定

●ヘルスプール
営業予定

●グラウンド
営業予定

●5月～グラウンドがれき置場

●5月～体育館支援物資置場

●ヘルスプール休業中

●ヘルスプール
本復旧改修工事
設計委託予定

●本館耐震補強工
事設計委託予定

●9/9
日帰り温泉仮営業
日帰り宴会仮営業

●温泉棟ステンレス建具修繕
温泉棟犬走り応急復旧修繕
本館・温泉棟連絡通路等修繕
日帰り温泉駐車場応急復旧修繕
レストラン正面入口階段修繕
従業員等駐車場応急復旧修繕
本館非常階段１階部修繕
本館玄関ポーチ床部修繕

●予算措置予
定（本館耐震補
強工事実施設
計）

●10月補正
温泉棟ステンレス建具修繕外７件

●体育館床改修
工事

●予算措置予定（体育
館床改修工事）

●予算措置予定
（ヘルスプール
本復旧工事等）



3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
分野

被害率 総施設数

含まれる施設

被害
箇所

小
区
分

H26～H25H24

被害の概要等
区分

摘要

今後の復旧予定
H23

総事業費 0 総事業費 0 総事業費 0

総事業費 0 総事業費 0 総事業費 0

総事業費 0 総事業費 0 総事業費 0

総事業費 0 総事業費 0 総事業費 0

-
 4

4
 -

観
光
施
設

復
旧
状
況

復
旧
状
況

総事業費

さ
は
こ
の
湯
温
泉
保
養
所

【被害の概要等】
○瓦の落下
○ガラス破損
○駐車場塀の揺らぎ

財
政
措
置

総事業費

稼
動
状
況

【摘要】

20 百万円

9 百万円

財
政
措
置

総事業費 2 百万円

石
炭
・
化
石
館
ほ
る
る

【被害の概要等】
○地盤沈下による建物内外段差発生
○展示物落下
○漏水
○貯水槽水漏れ

【摘要】

稼
動
状
況

財
政
措
置

復
旧
状
況

稼
動
状
況

総事業費 2 百万円

財
政
措
置

稼
動
状
況

復
旧
状
況

【被害の概要等】
○津波により床上浸水1.5m、大
　規模半壊の状態
○土砂、枯草等流入
○窓及び窓枠流出
○備品等流支出

宿
泊
施
設

勿
来
の
関
荘

平
ユ
ー
ス
・
ホ
ス
テ
ル

【摘要】
　施設の復旧が困難であることから、こ
れまでの利用状況等も踏まえ、用途廃止
に向け、事務を進めます。

【被害の概要等】
○一部客室の壁、天井破損
○給水設備破損
○ポンプ等設備破損

【摘要】

88100%

○石炭・化石館
ほるる
○さはこの湯温
泉保養所
○海竜の里セン
ター
○勿来関文学歴
史館
○ライブいわき
ミュウじあむ
○背戸峨廊
○二ツ箭山
○波立薬師弁天
橋

●5/8～　二次避難所として利用再開

●予備費

●震災以降、臨時休業中

●4月補正

●5/10～6/10　危険物の撤去

●7/20～　営業再開

●4月補正

●5/6～8/31　復旧工事

●4/10～　入浴施設再開 ●7/1～　休憩室再開

●4/1～12/28　復旧工事

●4月補正（浴室排風機、３階奥側空調機修繕）

●７月補正（瓦修繕等）

●4/13～7/31
復旧作業

●既定予算（冷却水温水循環ポンプ取替修繕等）

●10/1～　通常営業再開

●用途廃止予定

●解体予定
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分野

被害率 総施設数

含まれる施設

被害
箇所

小
区
分

H26～H25H24

被害の概要等
区分

摘要

今後の復旧予定
H23

総事業費 0 総事業費 0 総事業費 0

総事業費 0 総事業費 0 総事業費 0

総事業費 0 総事業費 0 総事業費 0

総事業費 0 総事業費 0 総事業費 0

総事業費 0 総事業費 0 総事業費 0

総事業費 0 総事業費 0 総事業費 0

-
 4

5
 -

観
光
施
設

波
立
薬
師
弁
天
橋

【被害の概要等】
○欄干破損
○手すり破損

稼
動
状
況

復
旧
状
況

背
戸
峨
廊

二
ツ
箭
山

【被害の概要等】
○山頂付近で落石多数
○岩場が不安定

稼
動
状
況
復
旧
状
況

【摘要】
○頻発する余震により、被害が拡大し、被害状
況の把握ができない状況にあり、今後、国県等
と協議しながら対応する。

財
政
措
置

総事業費

稼
動
状
況

復
旧
状
況

【摘要】
○頻発する余震により、被害が拡大し、被害状
況の把握ができない状況にあり、今後、国県等
と協議しながら対応する。

財
政
措
置

総事業費

【被害の概要等】
○崖の崩落による遊歩道損壊
○既設梯子等の損壊

総事業費

勿
来
関
文
学
歴
史
館

ラ
イ
ブ
い
わ
き
ミ
ュ

ウ
じ
あ
む

【被害の概要等】
○被害なし

稼
動
状
況

復
旧
状
況

【摘要】
○いわき・ら・ら・ミュウの再開にあわせて対
応する。

財
政
措
置

0

【被害の概要等】
○展示物落下

稼
動
状
況

復
旧
状
況

【摘要】 財
政
措
置

総事業費

【摘要】 財
政
措
置

0

【被害の概要等】
○入口ホールライト破損
○玄関階段ひび割れ
※指定管理者により修繕

稼
動
状
況

復
旧
状
況

海
竜
の
里
セ
ン
タ
ー 総事業費

【備考】
○地盤沈下の影響か、橋が波をかぶることが多
くなっていることから、より詳細な状況把握に
努め、今後の対応について、検討する。

財
政
措
置

総事業費

●7/20～営業再開

●7/1～7/19　復旧工事

●5/3～　営業再開

●4/1～4/10　展示品陳列整理

●11月25日　再開予定

●入山禁止中

●入山禁止中

●立入禁止中

●被害状況の把握等

●被害状況の把握等

●被害状況の把握等



3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
分野

被害率 総施設数

含まれる施設

被害
箇所

小
区
分

H26～H25H24

被害の概要等
区分

摘要

今後の復旧予定
H23

100% 5 5

総事業費 0 総事業費 0 総事業費 0

総事業費 188 百万円 総事業費 0 総事業費 0

総事業費 0 総事業費 0 総事業費 0

-
 4

6
 -

産
業
関
連
施
設

総事業費 百万円未満

勿
来
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

【被害の概要等】
○軽運動場の壁（一部）、玄関上部の窓
ガラス及び倉庫の壁にひび割れ

稼
動
状
況

復
旧
状
況

【摘要】 財
政
措
置

22 百万円

総事業費 4 百万円

復
旧
状
況

労
働
福
祉
会
館

【被害の概要等】
○給排水設備破損、駐車場ひび割れ、会
議室天井落下　等

稼
動
状
況

【摘要】
財
政
措
置

平
共
同
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

【被害の概要等】
○地盤沈下による建物の傾斜、土間コン
クリート沈下、床や壁に多数の亀裂

※主に座学用の教室がある２階の使用を
控え、１階において全ての職業訓練を実
施

稼
動
状
況

復
旧
状
況

【摘要】
○現在の施設の被害が大きいため、移
転・改築の検討を進める。

財
政
措
置

総事業費

●4/1～
通常利用再開

●給排水施設修繕、駐車場応急修繕
会議室天井パネル修繕

●4/1～
利用再開（２階の利用を自粛）

●地質調査及び設計

●予算措置予定（地質調査及び設計）

●既存施設解体予定

●4/1～
通常利用再開

●ガラス修繕等

●既定予算（給排水施設修繕等）

●4月補正（駐車場修繕）

●駐車場修繕

●既定予算

●3階漏水修繕、地方労事務所空調修繕

●予算措置予定（3階漏水修繕等）

●移転・改築工事予定

●予算措置予定（移転・改築工事）

●利用開始
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分野

被害率 総施設数

含まれる施設

被害
箇所

小
区
分

H26～H25H24

被害の概要等
区分

摘要

今後の復旧予定
H23

総事業費 0 総事業費 0 総事業費 0

総事業費 0 総事業費 0 総事業費 0

54% 26 14

稼
動
状
況

復
旧
状
況

稼
動
状
況

復
旧
状
況

総事業費 0 総事業費 0 総事業費 0

-
 4

7
 -

産
業
関
連
施
設

公
衆
便
所

復
旧
予
定
の
も
の

今
後
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
も
の

【摘要】
　今後のあり方等を検討するものの中の
塩屋埼灯台下、豊間海岸駐車場、薄磯海
岸、豊間海水浴場のトイレについては、
沿岸域の土地利用計画を踏まえ、対応を
検討する。

【被害の概要等】（今後のあり方を検討
するもの）
《主なもの》
○津波による施設流出（勿来漁港　外1
施設）
○津波ゴミによる詰まり（塩屋埼灯台下
外6施設）
○電気設備破損（薄磯海岸　外4施設）
○浄化槽設備破損（塩屋埼灯台下　外4
施設）
○排水放流管破損（仁井田浦キャンプ場
外1施設）
○身障者用トイレ流出（豊間海水浴場）

【被害の概要等】（復旧予定のもの）
《主なもの》
○電気設備一部破損（波立　外1施設）
○浄化槽設備一部破損（鮫川、弁財天）
○ドア破損（波立、弁財天）

【復旧予定】
○波立駐車場
○鮫川（柿ノ
沢）
○弁財天公衆ト
イレ

【今後のあり方
を検討】
○塩屋埼灯台下
○豊間海岸駐車
場
○薄磯海岸
○豊間海水浴場
○勿来海水浴場
○玉山（キノコ
山）
○合磯海水浴場
○波立海岸園地
○勿来漁港
○仁井田浦キャ
ンプ場
○新舞子キャン
プ場

総事業費 2 百万円

財
政
措
置

復
旧
状
況

い
わ
き
産
業
創
造
館

【被害の概要等】
○照明設備等の落下破損
○可動式仕切壁のずれ
○内装の損壊
○備品等の破損
○入口扉のずれ
※すべて企画展示ホールの被害

稼
動
状
況

【摘要】 財
政
措
置

総事業費

小
名
浜
臨
海
工
業
団
地
緑
地

【被害の概要等】
○大畑緑地内に亀裂発生
○大畑緑地展望台上部倒壊のおそれ
○東緑地内グランドトイレ浄化槽浮上

稼
動
状
況

復
旧
状
況

【摘要】 財
政
措
置

総事業費

－

10 百万円

●６月補正（波立・鮫川トイレ修繕）

●大畑緑地内立ち入り禁止
●東緑地トイレ使用禁止

●10月～
大畑緑地通常利用再開予定

●4月補正
大畑緑地（亀裂、展望台）復旧工事施工【応急復旧】

●大畑緑地（亀裂、展望台）復旧工事
●東緑地内グランドトイレ浄化槽撤去・
設置工事予定

●予算措置予定
東緑地内グランドトイレ浄化槽【応急復旧】

●企画展示ホールを除き、４月１日より利用再開

●企画展示ホールの被害状況・原因調査

●H２４年４月企画
展示ホールの利用
再開

●企画展示ホール修繕
（１月～年度内）

●稼働中

●波立、鮫川トイレ修繕　9/8～10/31

●稼動停止

●既定予算（弁財天トイレ浄化槽送風機修繕）

●弁財天トイレ浄化槽送風機修繕7/11～7/22

●塩屋埼灯台下、豊間海岸駐車場、薄磯海岸、豊間海水浴場トイレ
　・本復旧については、沿岸域の土地利用計画を踏まえ対応検討

●勿来海水浴場（ドライブイン下）、玉山（キノコ山）、合磯海水浴場、波立海岸園地、
勿来漁港、仁井田浦キャンプ場、新舞子キャンプ場トイレ
　・今後のあり方について、地元等との協議を踏まえ検討する。

●全面復旧



3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
分野

被害率 総施設数

含まれる施設

被害
箇所

小
区
分

H26～H25H24

被害の概要等
区分

摘要

今後の復旧予定
H23

100% 3 3

稼
動
状
況

復
旧
状
況
稼
動
状
況

復
旧
状
況
稼
動
状
況

復
旧
状
況

総事業費 0 総事業費 0 総事業費 0

- - -

総事業費 - 総事業費 0 総事業費 -

-
 4

8
 -

産
業
関
連
施
設

久
之
浜
地
区
仮
設
店
舗
・
事
務
所

【被害の概要等】
○中小機構が久之浜地区に整備する仮設
店舗等について、いわき市が施設を借り
受け、被災した事業者に貸与する事業。

○入居事業所数
・北棟：5事業所
・南棟：5事業所

【摘要】

【摘要】
　平場外車券場については、被害が大き
く倒壊の危険性があるため、用途廃止に
向け事務を進めます。

稼
動
状
況

総事業費

郡
山
場
外
車
券
場

14 百万円

財
政
措
置

総事業費 17 百万円

復
旧
状
況

財
政
措
置

平
場
外
車
券
場

い
わ
き
平
競
輪
場

公
営
競
技
施
設

【被害の概要等】

○いわき平競輪場
・ガラス修繕
　（側面ガラス3枚）
・舗装等修繕
　（駐車場等ひび割れ）
・競走路修繕
　（ひび割れ等）
・外周辺舗装段差、通用門扉ズレ

○郡山場外車券売場
・機械・消火配管設備復旧及び天井盤破
損
・外空調機械設備破損

○平場外車券売場
・建物が傾き倒壊の危険あり

●～5/20　救援物資センター利用
●5/6　選手宿舎の宿泊所利用

●6/2より場外発売の再開（高松宮杯記念）
●6/20より、本場再開（第2回後節ナイター）

●施設修繕　～5/30

●5/3～
場外発売の再開（ＳＳシリーズ風光る）

●施設修繕
　　～4/29

●既定予算（施設修繕）

●9月3日オープン
　仮設施設入居（稼動）期間　：　9月3日～H26年3月31日

●予算措置予定
（火災保険費用）

●6月10日～8月10日  仮設店舗設置工事

●仮設施設
解体予定

●予算措置予定
（解体費用）

●中小機構打ち合わせ
●入居者の募集（6月1日～6月7日）
●設計施工業者打ち合わせ

●久之浜地区仮設店舗外構整備工事
　・アスファルト敷設工事　8月10日～8月31日
　・フェンス設置工事等　　8月10日～8月31日

●6月1日～6月7日  久之浜地区仮設店舗外構整備工事
・遊具移設工事

●3月12日～
営業停止

●用途廃止に向け、関係機関と調整中

●5月補正
久之浜地区仮設店舗外溝整備工事

●用地選定



3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
分野

被害率 総施設数

含まれる施設

被害
箇所

小
区
分

H26～H25H24

被害の概要等
区分

摘要

今後の復旧予定
H23

総事業費 - 総事業費 0 総事業費 -

総事業費 - 総事業費 - 総事業費 0

-
 4

9
 -

産
業
関
連
施
設

四
倉
中
核
工
業
団
地
内
仮
設
施
設
等

【被害の概要等】
○中小機構が四倉中核工業団地内に整備
する仮設工場等について、いわき市が施
設を借り受け、被災した事業者に貸与す
る事業。

○入居予定事業所数
・市内：3事業所
・市外
　楢葉町：13事業所
　大熊町：1事業所

【摘要】

0

財
政
措
置

総事業費

稼
動
状
況

復
旧
状
況

空
き
工
場
・
空
き
店
舗

【被害の概要等】
○被災した事業者が、市内の空き工場・
店舗等に入居して事業活動を再開する場
合の支援策として、県の補助制度と協調
して、空き工場等の賃借料及び改修費等
の一部を補助する事業。

○補助対象事業所数（H23.10.17現在）
・空き工場：7事業所
・空き店舗：99事業所

稼
動
状
況

財
政
措
置

復
旧
状
況

【摘要】

総事業費 100 百万円

●仮設工場入居（稼動）開始
11月下旬～H26年3月31日まで。

●予算措置予定
（火災保険費用）

●8月下旬～11月下旬　施工

●仮設工場等解
体予定

●予算措置予
定（解体費用）

●中小機構、関係市町間打ち合わせ
●入居者の募集（7月25日～8月1日）
●設計施工業者打ち合わせ（8月18日、19日）

●6月17日～7月29日まで
【県】一次募集

●11月1日～12月16日まで
【県】二次募集

●5月補正
空き工場等入居支援事業費補助金
空き店舗等入居支援事業費補助金

●6月16日
【県】補助要綱制定

●7月7日
【市】補助要綱制定

●9月20日～
【県】交付決定～補助金交付

●9月20日～
【市】申請受付開始～交付決定～補助金交付

●空き工場・空き店舗等に移転し、事業再開

●県の動向等を踏まえ、予算措置予
定



８　土木部所管施設

3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

16%
8719
路線

1391
路線

総事業費 348 百万円 総事業費 0 総事業費 0

1% 2092 28

総事業費 120 百万円 総事業費 90 百万円 総事業費 0

-
 5

0
 -

財
政
措
置

総事業費

復
旧
状
況

分野
今後の復旧予定

区分

【摘要】

【被害の概要等】
（主なもの）
○橋梁取付段差、橋台クラック、伸縮継
手破損（北白土・菅波線）
○橋脚・橋台破損（島・住吉線）
○上部工流出（賤・北田線）

○公共災　13箇所
　単独災　15箇所

復
旧
状
況

被害
箇所

総施設数

含まれる施設

被害率

稼
動
状
況

【被害の概要等】
（主なもの）
○法面崩壊、ロックフェンス倒壊（北白
土・菅波線）
○擁壁・積ブロック・法面崩落・舗装段
差（自由ヶ丘26号線）
○法面崩落（諏訪町・上神白線、宮沢・
蛭内線）
○道路崩落（丸山6号線）
○路面破損（原前・石名坊線）
○道路亀裂・段差・側溝破損（烏館1号
線）

4,091 百万円

【摘要】

1,054 百万円

稼
動
状
況

財
政
措
置

総事業費

道
路

橋
梁

H24 H25 H26～

小
区
分

被害の概要等

摘要
H23

●災害査定の結果を受け、工事の実施（公共災分）

●７月補正（復旧工事）

●９月補正（復旧工事）

●予算措置予定（復旧工事）

●既定予算（応急復旧）

●４月補正（復旧工事、工事実施設計）

●応急復旧

●災害査定対象工事の設計委託

●災害査定

●供用状況：復旧状況に応じて供用開始

●12月補正予定（復旧工事）

●予算措置予定
（復旧工事）

●災害査定の結果を受け、工事の実施（単独災分）

※H23年度末
復旧率見込み
79.6％

※H24年度末
復旧率見込み
99.9％

※H25年度末
復旧率見込み
100％

●９月補正（復旧工事）

●４月補正（応急復旧、工事実施設計）

●応急復旧（市道補修に併せて実施）

●災害査定対象工事の設計委託

●災害査定の結果を受け、工事の実施（公共災分）

●災害査定

●既定予算（道路復旧と併せて）

●供用状況：復旧状況に応じて供用開始

●予算措置予定（復旧工事）

●12月補正予定（復旧工事）

●H24年度以降予算措置予定
（復旧工事）

●災害査定の結果を受け、工事の実施（単独災分）

※H23年度末
復旧率見込み
０％

※H24年度末
復旧率見込み
85.7％

※H25年度末
復旧率見込み
100％



3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
分野

今後の復旧予定

区分

被害
箇所

総施設数

含まれる施設

被害率

H24 H25 H26～

小
区
分

被害の概要等

摘要
H23

19%
258
河川

50河
川
(79箇
所)

総事業費 0 総事業費 0 総事業費 0

- - 81

総事業費 0 総事業費 0 総事業費 0

-
 5

1
 -

【被害の概要等】
（主なもの）
○水路崩壊（柳町排水路、諏訪原１号排
水路　外）
○側壁破損（岡小名排水路）

【摘要】

復
旧
状
況

財
政
措
置

総事業費

稼
動
状
況

【被害の概要等】
（主なもの）
○護岸崩壊（藤間川、高畑川）
○護岸崩落（寺下川、浦沢川）
○護岸、樋管破損（横手川）
○地山崩落による河川閉塞（紅葉川）

【摘要】

稼
動
状
況

復
旧
状
況

財
政
措
置

総事業費 1,272 百万円

244 百万円

都
市
排
水
施
設

河
川

●７月補正（復旧工事）

●９月補正（復旧工事）

●予算措置予定（復旧工事）

●既定予算（応急復旧）

●４月補正（工事実施設計）

●災害査定（公共災：22箇所）

●災害査定の結果を受け、工事の実施

●７月補正（復旧工事）

●予算措置予定（復旧工事）●既定予算（応急復旧）

●４月補正（工事実施設計）

●災害査定（公共災：8箇所）

●災害査定の結果を受け、工事の実施

●応急復旧等（単独災：57箇所）

●応急復旧等（単独災：73箇所）

※H24年度末
復旧率見込み
100％

※H23年度末
復旧率見込み
81.0％

※H23年度末
復旧率見込み
96.2％

※H24年度末
復旧率見込み
100％

●実施設計（公共災：22箇所）

●実施設計（公共災：8箇所）
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分野

今後の復旧予定

区分

被害
箇所

総施設数

含まれる施設

被害率

H24 H25 H26～

小
区
分

被害の概要等

摘要
H23

- - 308

総事業費 - 総事業費 - 総事業費 0

- - 6

総事業費 - 総事業費 - 総事業費 0

-
 5

2
 -

総事業費

稼
動
状
況

復
旧
状
況

稼
動
状
況

財
政
措
置

【被害の概要等】
○市内各所におけるがけ崩れの発生
　該当箇所（6箇所）
　・小名浜岡小名（原木田地区）
　・遠野町大平（石畑地区）
　・江名（北口地区）
　・四倉町上仁井田（岸前地区）
　・好間町北好間（堂田1号地区）
　・鹿島町上蔵持（江名口地区）

○被害箇所308箇所の内訳
　・県対応：3箇所
　・市対応：6箇所
　・所有者対応：299箇所

【摘要】

【被害の概要等】
○造成団地における地盤崩壊
　長時間に及ぶ地震動による造成地盛土部の
面的な滑り崩壊及び液状化に伴い、道路及び
宅地に亀裂、段差及び側方移動が発生した。
（被災団地）
・常磐西郷町（忠多地区）
・四倉町（梅ヶ丘地区）
・泉もえぎ台
・常磐上湯長谷町（五反田地区）
・常磐上湯長谷町（長倉地区）
・植田町（根小屋地区）

【摘要】

220 百万円

967 百万円

復
旧
状
況

総事業費

財
政
措
置

が
け
崩
れ

住
宅
団
地
被
災

※市が対応するがけ
崩れは、災害関連地
域防災がけ崩れ対策
事業に該当する箇所
（要件）
・地域防災計画に危
険箇所とされている
箇所
・高さが5m以上
・人家2戸以上に著
しい被害を及ぼすと
認められるもの
・1箇所の事業費が
6,000千円以上であ
ること ●９月補正（設計・工事）

●既定予算（応急復旧）

●災害査定

●設計委託・工事の実施
（がけ崩れ6箇所）

●応急復旧

●４月補正（地質調査等）

●地質調査等委託
・現況調査
・地質調査
・動態調査
・道路施設の地盤改良の設計
・被災道路施設の復旧設計

●対応方針等検討

●災害査定

●復旧工事実施

●予算措置予定（復旧工事）

※10月に実施される災害査定にあたっ
ては、宅地被害を含む面的一括復旧の
内容により査定を受ける予定。
　査定の結果により、事業費、実施内容
等大きく変更する可能性がある。

※H25年度末
復旧率見込み
100％

※国・県の制度の動向等を見据え対応
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分野

今後の復旧予定

区分

被害
箇所

総施設数

含まれる施設

被害率

H24 H25 H26～

小
区
分

被害の概要等

摘要
H23

53% 112 59

総事業費 0 総事業費 0 総事業費 0

100% 1 1

総事業費 0 総事業費 0 総事業費 0

-
 5

3
 -

【摘要】
　公営住宅に係る計画等の見直しや災害
公営住宅の建設については別途検討を進
める

財
政
措
置

【被害の概要等】
○津波による施設の全壊（2施設）
・豊間B（7戸）
・豊間C（31戸）
○地震・地すべりによる大規模な損壊（６施
設）
・上湯長谷（9戸）
・下湯長谷（4戸）
・根小屋（40戸）
・塙（9戸）
・赤仁田（5戸）
・梅ヶ丘（8戸）
○その他施設（51施設） 復

旧
状
況

稼
動
状
況

332 百万円総事業費

財
政
措
置

57 百万円総事業費

道
の
駅
よ
つ
く
ら
港
（
情
報
館
）

稼
動
状
況

復
旧
状
況

【被害の概要等】
○津波による施設の損壊
・内部壁全損
・トイレ全損

【摘要】
（道の駅よつくら港の他の施設の状況）
○交流館
　施設を運営するNPO法人において、復旧工
事等実施予定。施設については、4/16から施
設の一部を利用し、営業を一部再開してい
る。
○漁港施設（屋外トイレ、広場等）
　施設を所管する県において改修工事を実施
し、年度内には完了する見込みとなってい
る。

市
営
住
宅

●解体工事（豊間B、C団地）

●災害査定（17施設分）●復旧工事（51施設分）

●調査委託（6施設分）
対応方針検討

●調査に基づく復旧工事（1施設分）

●4月補正
　・豊間B,C解体
　・大規模損壊施設調査委託
　・復旧工事

●4月から一部利用再開（本復旧は今年度末）

●災害査定 ●復旧工事

●7月補正（復旧工事） ●既定予算
（情報館内備品購入）

●備品購入

●解体工事（5施設）

●入居停止（２施設）
●一部入居停止（６施設）
●その他施設は入居継続

●用途廃止予定（7施設）



９　都市建設部所管施設

3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

57% 7 4

総事業費 0 総事業費 0 総事業費 0

総事業費 0 総事業費 0 総事業費 0

【摘要】

【被害の概要等】

○住家被害
　69,068棟（10月14日現在）
　　内訳　全　　　壊： 7,356棟
　　　　　大規模半壊： 6,332棟
　　　　　半　　　壊：20,065棟
　　　　　一 部 損壊：35,315棟

分野 区分

被害
箇所 小区

分
被害の概要等

摘要

今後の復旧予定
H23

総施設数

含まれる施設

被害率

H26～H25H24

駅
前
広
場

応
急
修
理
制
度

○いわき駅前広
場
○泉駅前広場
○植田駅前広場
○湯本駅前広場

稼
動
状
況

【被害の概要等】
○いわき駅前広場：南北自由通路伸縮継手
部、地上舗装損壊
○泉駅前広場：自由通路の伸縮継手部損
壊、壁面等亀裂
○植田駅前広場：地上舗装損壊
○湯本駅前広場：地上舗装損壊

いずれの駅前広場も供用中。

48 百万円

財
政
措
置

総事業費

復
旧
状
況

稼
動
状
況

復
旧
状
況

【摘要】
○制度概要
　東日本大震災により、「全壊・大規模半
壊又は半壊した住宅」を市が業者に依頼
し、一定の範囲内で応急修理するもの
・限度額：52万円（１戸当たり）

財
政
措
置

総事業費 3,121 百万円

-
 5

4
 -

※4月11日より受付。原則１カ月の申請等期限をH24年3月末まで延長中。
10月14日現在　受付件数：10,858件   修理完了件数：2,540件　　進捗率：23.4％

●4月補正
(700戸分)

●いわき駅前広場　4/11～供用開始
　　※　広場：歩道舗装損壊等被害あるものの、応急復旧等により通行可能。
　　　　 南北自由通路：3/11～4/11まで閉鎖。鉄道開通に合わせ供用開始。

●泉駅前広場　4/11～供用開始
　※　広場：歩道舗装損壊等被害あるものの、応急復旧等により通行可能。
　　　 自由通路：3/11～4/11まで閉鎖。鉄道開通に合わせ供用開始。

●植田駅前広場
※歩道舗装損壊等、被害あるものの応急復旧等により通行可能。

●湯本駅前広場
※歩道舗装損壊等、被害あるものの軽微。通行可能。

●応急復旧工事
いわき駅前：4/11～4/28　南北自由通路伸縮継手、デッキ床
泉駅前：4/11～5/13　自由通路伸縮継手、地上舗装
植田駅前：4/13～4/19　地上舗装
湯本駅前：4/18～4/25　地上舗装

●既定予算（応急復旧工事）

●復旧関連
5/11～7/29いわき駅前
要修繕箇所の洗い出し、
修繕計画の策定

●本復旧工事
10月～年度内完了
いわき駅前：ﾍﾟﾃﾞｽﾄﾘｱﾝﾃﾞｯｷ・南北自由通路伸縮継手・
　　　　　　　 舗装損壊部等修繕
泉駅前：地上舗装・自由通路伸縮継手部修繕
植田駅前：地上舗装修繕

●4月補正（復旧関連）

●9月補正（本復旧工事）

※　申請件数に応じて、追加の補正が必要

●災害査定

●7月補正
(5,300戸分等)



3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
分野 区分

被害
箇所 小区

分
被害の概要等

摘要

今後の復旧予定
H23

総施設数

含まれる施設

被害率

H26～H25H24

10% 460 47

総事業費 0 総事業費 0 総事業費 0

公
園

【被害の概要等】
○460の公園のうち、47の公園で被害が
あった。

うち被害大（４公園）
　❒閉園中（２公園）
　　・丹後沢公園
　　・松ヶ岡公園

　❒一部立入禁止（２公園）
　　・新舞子浜公園
　　・矢田川公園（4/11余震による）

※被害４７公園　種別内訳
○　都市公園　４６公園
　⑴　被害大：４公園
　　　①松ヶ岡公園(閉園中)
　　　　⇒広場崩落、防護柵転倒
　　　②丹後沢公園（閉園中）
　　　　⇒園路階段損壊、池護岸崩落
　　　③新舞子浜公園（一部立入禁止）
　　　　⇒池護岸、駐車場、浄化槽損壊
　　　④矢田川公園（一部立入禁止）
　　　　⇒園路、管理施設（門扉）
　
　⑵　比較的被害小：４２公園

○　その他公園　１公園
　　北ノ作第一児童公園

稼
動
状
況

【摘要】

-
 5

5
 -

復
旧
状
況

財
政
措
置

総事業費 291 百万円

●3/11～開園している公園　４５６公園
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うち被害なし　４１３公園
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うち被害あり　　４３公園（内訳：都市公園４２公園、その他公園１公園）
　　　　※公園内施設
　　　      マリンタワー（三崎公園内）　7/15～
　　     　 グリーンフィールド、グリーンスタジアム（21世紀の森公園）　　7/18～

●松ヶ岡公園
H24年2月～開園

●丹後沢公園
●矢田川公園
H24年3月～開園

●新舞子浜公園
H24年度内全園開園

●応急復旧工事
松ヶ岡公園
（被災拡大防止）

●復旧工事
・松ヶ岡公園　　広場・防護柵復旧工　H23年9月～H24年1月
・丹後沢公園　　階段、池護岸復旧工　H23年9月～H24年3月
・その他8公園　H23年9月～H24年3月

●復旧工事
・新舞子浜公園　　護岸、駐車場、浄化槽復旧工
　H24年度内終了予定

●既定予算（応急復旧工事） ●7月補正（復旧工事）
（松ヶ岡公園、
丹後沢公園、矢田川公園、
その他8公園）

●復旧
公園復旧のうち、公共
災（補助）に該当する
ものの測量設計

●４月補正
（復旧・測量設計）

●復旧工事
・矢田川公園　　園路脇法面・門扉復旧工
　　H23年度内復旧予定

●予算措置予定（復旧工事）
　（矢田川公園、新舞子浜公園）

●災害査定

●災害査定

●災害査定



10　教育委員会所管施設

3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

90% 77 69

総事業費 192 百万円 総事業費 0 総事業費 0

-
 5

6
 -

708 百万円

財
源
措
置

総事業費

分野
総施設数 小

区
分

今後の復旧予定

稼
動
状
況

復
旧
状
況

○草野小絹谷分
校
○勿来三小
○田人一小荷路
夫分校、
○田人二小
○白水小
○高坂小
○沢渡小
○久之浜二小
以外の小学校

校
舎
（
校
庭
）

小
学
校

区
分

被害
箇所

含まれる施設

被害率 被害の概要等

摘要
H23

H24 H25 H26～

【被害の概要等】
○約9割の小学校校舎（校庭）が被害を
受けた。
○主な被害は、地盤沈下、浄化槽破損な
ど

【被害なし：8施設】
○草野小絹谷分校
○勿来三小
○田人一小荷路夫分校
○田人二小
○白水小
○高坂小
○沢渡小
○久之浜二小

【被害大】
○永崎小
　・津波により校舎1階水没
　・学校備品の損失
○植田小（地滑り）
　・校庭地滑り
○桶売小（地滑り）
　・校庭東側、北東側法面地滑り
　・法面排水溝損壊

【摘要】
　豊間小の復旧については、今後の沿岸
部の土地利用計画との整合性を図りなが
ら検討する。

●3/14～
豊間小を高久小へ機能移転（津波により周辺環境の被害大）開校時期未定

●4/6～4/11開校（豊間小、永崎小、久之浜一小、久之浜二小以外）

●3/14～10/10
久之浜一小を中央台北小へ、
久之浜二小を郷ヶ丘小へ機能移転
（原発の影響による）

●応急復旧工事 ●本復旧工事（66校分）

●既定予算
　・応急復旧工事

●6月補正
　・本復旧工事

●3/14/～H24/3/31
永崎小を江名小へ機能移転（津波による被害大）

●地滑り対策工事～H24/8 （植田小、桶売小）

●永崎小復旧工事～H24/3

●災害査定

●H24/4/1～
永崎小再開

●7月補正
　・地滑り対策工事等

●9月補正
　・永崎小復旧工事

●10/11～
久之浜一小・二小再開

●3/14～4/5休校

●4/12～4/15休校（大規模余震）

●4/18～開校（豊間小、永崎小、久之浜一小、久之浜二小以外）

●予算措置予定
　・本復旧工事

●12月補正予定
　・本復旧工事

●予算措置予定
（地滑り対策工事
継続分）



3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
分野

総施設数 小
区
分

今後の復旧予定
区
分

被害
箇所

含まれる施設

被害率 被害の概要等

摘要
H23

H24 H25 H26～

54% 68 37

総事業費 461 百万円 総事業費 175 百万円 総事業費 0

-
 5

7
 -

○平一小
○平二小
○平三小
○平四小
○中央台南小
○夏井小
○赤井小
○四倉小
○大野一小
○久之浜一小
○小川小
○宮小
○好間一小
○好間二小
○好間四小
○永戸小
○永井小
○小名浜一小
○小名浜二小
○鹿島小
○江名小
○永崎小
○泉小
○泉北小
○渡辺小
○湯本一小
○湯本二小
○湯本三小
○磐崎小
○藤原小
○植田小
○汐見が丘小
○錦東小
○勿来一小
○上遠野小
○入遠野小
○田人一小

体
育
館

小
学
校

財
源
措
置

稼
動
状
況

復
旧
状
況

総事業費 72 百万円

【被害の概要等】
○約5割の小学校体育館が被害を受け
た。
○主な被害は、内部仕上げの損傷、体育
設備の損傷、ブレース破損　等

《被害大》
○植田小体育館
 ・地震により全壊

【摘要】 ●既定予算
　・応急復旧工事

●６月補正
　・本復旧工事

●応急復旧工事

●学校再開に伴う体育館の利用開始
（植田小、好間一小、好間二小、湯本二小（解体）、錦東小、入遠野小、
豊間小、永崎小を除く）

●4/6～
植田小体育館利用停止（地震により被害大）

●植田小体育館
の利用開始

●復旧工事
植田小体育館

●4/6～
好間二小、錦東小、入遠野小、永崎小の体育館利用停止

●本復旧工事（好間二小、錦東小、入遠野小、永崎小）

●植田小設計委託（解体工事設計含む）

●4/6～
豊間小体育館利用停止（小学校の再開に合わせて供用開始予定）

●好間二小、錦東
小、入遠野小、
永崎小の利用開始

●4/6～
好間一小体育館利用停止

●好間一小体育館
の利用開始

●4/6～
湯本二小体育館利用停止

●湯本二小体育
館の利用開始

●復旧工事
好間一小体育館

●湯本二小
体育館改築工事

●4/26～7/29
湯本二小体育館解体工事

　●予算措置予定
（湯本二小）

●解体

●7月補正
　・好間一小復旧工事

●本復旧工事（30校分）

●予算措置予定
　・本復旧工事、実施設計

●災害査定

　●予算措置予定（植田小）



3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
分野

総施設数 小
区
分

今後の復旧予定
区
分

被害
箇所

含まれる施設

被害率 被害の概要等

摘要
H23

H24 H25 H26～

28% 67 19

総事業費 0 総事業費 0 総事業費 0

-
 5

8
 -

○平一小
○四倉小
○大浦小
○大野一小
○久之浜一小
○綴小
○好間一小
○小名浜一小
○小名浜三小
○鹿島小
○永崎小
○湯本一小
○湯本三小
○汐見が丘小
○錦小
○赤井小
○小名浜西小
○菊田小
○勿来二小

プ
ー
ル

【被害の概要等】
○約3割の小学校プールが被害を受け
た。
○主な被害は、プールサイドの沈下、床
破損、ブロック塀破損　等

【摘要】

13 百万円

小
学
校

財
源
措
置

総事業費

稼
動
状
況

復
旧
状
況

●全ての小学校でプールの利用停止（放射線の影響）

●既定予算
　・応急復旧工事

●応急復旧工事
（プールサイドひび修復、
フェンス等の修復）

●本復旧工事（四倉、久之浜一小）

●小学校プールの
利用開始予定
（豊間小を除く）

●本復旧工事（17校分）

●6月補正
　・四倉小、久之浜一小本復旧工事

●災害査定

●予算措置予定
　・本復旧工事



3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
分野

総施設数 小
区
分

今後の復旧予定
区
分

被害
箇所

含まれる施設

被害率 被害の概要等

摘要
H23

H24 H25 H26～

95% 44 42

総事業費 36 百万円 総事業費 - 総事業費 -

-
 5

9
 -

○草野中
○大野中
以外の中学校

校
舎
（
校
庭
）

【被害の概要等】
○約9割の中学校校舎が被害を受けた。
○主な被害は、地盤沈下、浄化槽破損な
ど

《被害なし》
○草野中
○大野中

《被害大》
○豊間中
　・津波により校舎一階水没
○四倉中
　・津波により校舎一階水没
○小名浜一中
　・敷地北側東側法面沈下、亀裂
○植田中
　・地盤沈下
○田人中
　・地盤沈下

【摘要】
　津波被害で周辺環境が整わない豊間中
については、沿岸部の土地利用計画との
整合性を図りながら検討する。

319 百万円総事業費

財
源
措
置

稼
動
状
況

中
学
校

復
旧
状
況

●応急復旧工事

●H23/3/14～
四倉中を四倉小（1・2年生）、四倉高（3年生）に
機能移転

●H23/3/14～豊間中休校（津波被害）

●H23/3/14～10/10
久之浜中を中央台北中へ機能移転
（原発の影響による）

●既定予算
　・応急復旧工事

●6月補正
　・植田中、田人中復旧工事

●9月補正
　・四倉中復旧工事

●小名浜一中地すべり復旧工事（～H24/6)

●四倉中復旧工事

●復旧工事（植田中、田人中）

●H23/4/20～
田人中休校（断層）
田人一小に機能移転

●H23/6/10～
 田人中再開

●豊間中の整備検討

●H23/8/25～
四倉中一部再開（3年生のみ）

●本復旧工事（37校分）

●7月補正
　・小名浜一中復旧工事

●H23/10/11～
久之浜中再開

●4/6～4/11開校（豊間中、久之浜中、四倉中以外）

●3/14～4/5休校

●4/12～4/15休校（大規模余震）

●4/18～開校(豊間中、久之浜中、四倉中、田人中以外）

●12月補正予定
　・本復旧工事

●四倉中全面再開

●災害査定

●予算措置予定
（地滑り対策工事
継続分）



3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
分野

総施設数 小
区
分

今後の復旧予定
区
分

被害
箇所

含まれる施設

被害率 被害の概要等

摘要
H23

H24 H25 H26～

60% 43 26

総事業費 - 総事業費 - 総事業費 -

-
 6

0
 -

体
育
館

○平二中
○中央台北中
○中央台南中
○豊間中
○赤井中
○四倉中
○久之浜中
○小川中
○川前中
○小白井中
○内郷三中
○好間中
○永井中
○小名浜二中
○玉川中
○江名中
○泉中
○湯本一中
○湯本三中
○磐崎中
○植田中
○植田東中
○錦中
○入遠野中
○田人中
○石住中

【被害の概要等】
○約６割の中学校体育館が被害を受け
た。
○主な被害は、内部仕上げの損傷、体育
設備の損傷、ブレース破損　等

《被害大》
○豊間中
　・津波により水没
○泉中
　・地震により大規模損壊
○植田中
　・地震により全壊
○田人中
　・地震により全壊

【摘要】
　四倉中については、2学期から3年生の
みが利用開始。
　1、2年生については、引き続き四倉小
で受け入れ。

101 百万円

財
源
措
置

総事業費

中
学
校

稼
動
状
況

復
旧
状
況

●既定予算
　・応急復旧工事 ●６月補正

　・本復旧工事

●予算措置予定
　・本復旧工事、実施設計

●応急復旧工事

●復旧工事（小名浜二中、植田東中、錦中）

●泉中、植田中
復旧工事

●体育館利用停止（四倉中）

●体育館利用停止（泉中、植田中）

●体育館利用停止（豊間中、田人中）（再開時期未定）

●９月補正
　・本復旧工事

　●予算措置予定
（泉中、植田中工事）

●実施設計委託（泉中、植田中）

●豊間中学校（校舎）の整備に合わせて検討

●2学期～
四倉中体育館の利用開始

●泉中、植田中
体育館の利用開始

●田人中体育館の今後のあり方検討

●4/18～
学校再開に伴う体育館の利用開始
（泉中、植田中、田人中、豊間中、四倉中、久之浜中を除く）

●7月補正
　・本復旧工事

●本復旧工事　随時対応19校分

●災害査定



3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
分野

総施設数 小
区
分

今後の復旧予定
区
分

被害
箇所

含まれる施設

被害率 被害の概要等

摘要
H23

H24 H25 H26～

33% 43 14

総事業費 - 総事業費 - 総事業費 -

83% 18 15

総事業費 - 総事業費 - 総事業費 0

-
 6

1
 -

○平一中
○豊間中
○赤井中
○四倉中
○久之浜中
○桶売中
○泉中
○湯本一中
○湯本三中
○磐崎中
○田人中
○貝泊中
○湯本二中
○小名浜一中

プ
ー
ル

○湯本二幼
○宮幼
○四倉四幼
以外の幼稚園

稼
動
状
況

総事業費

稼
動
状
況

復
旧
状
況

財
政
措
置

【摘要】

【摘要】

【被害の概要等】
○約３割の中学校プールが被害を受け
た。
○主な被害は、プールサイドの沈下、床
破損、ブロック塀破損　等

《被害大》
○田人中
　・地震により全壊
○豊間中
　・プール付属棟等の全壊

【被害の概要等】
○約8割の幼稚園が被害を受けた。
○主な被害は、地盤沈下、浄化槽破損、
配管破損など

《被害なし》
○湯本二幼
○宮幼
○四倉四幼

《被害大》
○江名幼（プール傾き）
○高坂幼（園舎傾斜）

復
旧
状
況

財
源
措
置

総事業費

2 百万円

30 百万円

幼
稚
園

中
学
校

●既定予算
　・応急復旧工事

●６月補正
　・本復旧工事

●各中学校の
プール利用開始予定
（豊間中、田人中除く）

●全ての中学校のプール利用停止

●3/14～4/5休園

●6/27～
四倉一幼を四倉公民館へ機能移転（放射線の影響）　→　再開時期未定

●既定予算
　・応急復旧工事

●6月補正
　・本復旧工事

●応急復旧工事 ●本復旧工事（藤原幼、四倉一幼、江名幼）

●豊間中のプール稼動停止（豊間中学校の再開に合わせて供用開始予定）

●田人中プールの今後のあり方検討

●本復旧工事予定（12校分）

●豊間中学校（校舎）の整備に合わせて検討

●4/6～4/11開園

●4/12～4/15休園（大規模余震）

●4/18～開園

●予算措置予定
　・本復旧工事

●12月補正予定
　・高坂幼稚園改築設計

●高坂幼改築設計委

●改築工事　高坂幼●解体

●災害査定

●災害査定

●予算措置予定



3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
分野

総施設数 小
区
分

今後の復旧予定
区
分

被害
箇所

含まれる施設

被害率 被害の概要等

摘要
H23

H24 H25 H26～

75% 36 27

総事業費 - 総事業費 - 総事業費 -

-
 6

2
 - 総事業費

【被害の概要等】
《主な被害内容》
○ブレースの破断、内外壁の崩落及び亀
裂、津波により550㎜浸水

《国の調査結果》
○文部科学省の被災度区分判定調査にお
いて、改築することが妥当である旨の調
査結果を受けている。

《現況》
○国の調査結果を受け、施設を閉鎖して
いる。

【摘要】
　江名市民サービスセンターとの併設を
視野に仮設施設を整備するとともに、本
復旧に向け、近隣公共施設との整合性を
図りながら検討を進める。

【半壊（１施
設）】
○江名公民館

3 百万円

財
政
措
置

復
旧
状
況

稼
動
状
況

公
民
館
（
半
壊
）

●公民館の閉鎖

●本復旧（改築）に関する調査及び検討

●文部科学省の被災度区分調査

●予算措置予定（施設整備経費）
　※以後整備経費は、随時計上

●仮設公民館・市民サービスセンター設置の
検討及び整備（付帯工事等経費）

●仮設公民館・市民サービスセンターの供用開始（改築が完了するまでの期間）

●既定予算
（付帯工事等経費）

●災害査定

●改築の実施

●既存施設解体



3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
分野

総施設数 小
区
分

今後の復旧予定
区
分

被害
箇所

含まれる施設

被害率 被害の概要等

摘要
H23

H24 H25 H26～

総事業費 0 総事業費 0 総事業費 0

-
 6

3
 -

復
旧
状
況

【被害の概要等】
○中央公民館（地盤沈下による外溝部及
び配管の損壊）
○赤井公民館（浄化槽の破損）
○渡辺公民館（浄化槽の破損）
○植田公民館（地盤沈下による外溝部及
び配管の損壊）
○山田公民館（講堂瓦等の破損）

総事業費

【一部損壊(26施
設）】
○中央公民館
（文化セン
ター）
○夏井公民館
○赤井公民館
○飯野公民館
○中央台公民館
○平窪公民館
○神谷公民館
○小名浜公民館
○泉公民館
○渡辺公民館
○植田公民館
○錦公民館
○山田公民館
○勿来公民館
○川部公民館
○常磐公民館
○磐崎公民館
○入遠野公民館
○内郷公民館
○好間公民館
○四倉公民館
○大野公民館
○川前公民館
○久之浜公民館
○田人公民館
○三和公民館

【被害なし（９
施設）】
○豊間公民館
○高久公民館
○草野公民館
○鹿島公民館
○藤原公民館
○上遠野公民館
○大浦公民館
○小川公民館
○大久公民館

【摘要】

稼
動
状
況

74 百万円

財
政
措
置

公
民
館
（
一
部
損
壊
）

●5月：20施設開館

●休館施設
豊間公民館（津波により周辺環境の被害大）開館時期未定

●応急復旧工事

●本復旧（被害の小さいもの）※随時対応し、H23年度内に完了予定　（21館分）

●中央・山田公民館復旧工事予定

●全公民館休館

●災害査定

●6月：4施設開館

●7月：5施設開館

●8月：1施設開館

●9月：2施設開館

●5月～10月までに34施設開館（豊間、江名を除く）

●10月：2施設開館

※　参考　開館経過
10/1で豊間、江名以外の公民館34館が開館
●5/1～開館（1施設）
三和
●5/23～開館（19館）
夏井、赤井、草野、飯野、平窪、神谷、渡辺、
鹿島、植田、山田、勿来、川部、磐崎、内郷、
大野、上遠野、入遠野、小川、川前
●6/1～開館（1館）
大浦
●6/16～開館（2館）
常磐、藤原
●6/24～開館（1館）
中央台
●7/12～開館（1館）
大久
●7/15～開館（1館）
好間
●7/20～開館（1館）
田人
●7/28～開館（1館）
小名浜
●7/29～開館（1館）
錦
●8/12～開館（1館）
泉
●9/2～開館（1館）
高久
●9/15～開館（1館）
中央
※大ホール及びプラネタリウムのみ
●10/1～開館（2館）
四倉、久之浜

●植田公民館復旧工事

●赤井・渡辺公民館復旧工事

●７月補正
　・赤井、渡辺復旧工事

●予算措置予定
　・中央、山田復旧工事

●既定予算
　・応急復旧工事等



3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
分野

総施設数 小
区
分

今後の復旧予定
区
分

被害
箇所

含まれる施設

被害率 被害の概要等

摘要
H23

H24 H25 H26～

100% 6 6

総事業費 0 総事業費 0 総事業費 0

100% 1 1

総事業費 0 総事業費 0 総事業費 0

-
 6

4
 -

【被害の概要等】
○エキスパンションジョイントの破損、
茶室の損壊

財
政
措
置

稼
動
状
況

稼
動
状
況

生
涯
学
習
プ
ラ
ザ

○生涯学習プラ
ザ

○いわき総合図
書館
○小名浜図書館
○勿来図書館
○常磐図書館
○内郷図書館
○四倉図書館

【摘要】

【被害の概要等】
○いわき総合図書館（照明設備の落下及
び損壊）
○その他図書館（書架の転倒及び損壊）

復
旧
状
況

財
政
措
置

総事業費 22 百万円

総事業費 25 百万円

【摘要】

復
旧
状
況

図
書
館

●3/12～
全図書館休館

●図書等の整理及び点検（全施設）

●4/7～5/26
いわき総合、勿来図書館復旧工事

●5/10～6/10
小名浜、常磐図書館復旧工事

●災害査定

●施設休館
●一部開館（5/23～）
　大会議室⑴、大会議室⑵、研修室、
小会議室、生涯学習情報公開コーナー等

●復旧工事

●既定予算
　・復旧工事

●5/23開館：勿来、内郷、四倉図書館

●復旧方法の検討

●5/30開館：いわき総合図書館

●6/20開館：小名浜、常磐図書館

●6/20～
全図書館復旧

●4/25～5/20
四倉図書館復旧修繕

●既定予算
　・復旧工事

●災害査定

●本復旧



3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
分野

総施設数 小
区
分

今後の復旧予定
区
分

被害
箇所

含まれる施設

被害率 被害の概要等

摘要
H23

H24 H25 H26～

83% 6 5

総事業費 0 総事業費 0 総事業費 0

                                                                                              -
 6

5
 -

○美術館
○アンモナイト
センター
○考古資料館
○草野心平記念
館
○暮らしの伝承
郷

財
政
措
置

【被害の概要等】
○約8割の文化施設が被害を受けた。
○主な被害は、排水管破損、壁面ひび割
れなど

○美術館
　・排水管の破損
　・美術作品の破損　等

○アンモナイトセンター
　・壁一部破損
　・駐車場亀裂　等

○考古資料館
　・階段破損
　・壁亀裂

○草野心平記念館
　・機器破損
　・水管損傷

○暮らしの伝承郷
　・壁一部亀裂

総事業費 31 百万円

復
旧
状
況

【摘要】

稼
動
状
況

文
化
施
設

●美術作品修復

●応急復旧～7/29
・美術館
（美術作品の修復を除く。）
・草野心平記念館

●既定予算
　・応急復旧工事等

●3/12～
全文化施設稼動停止

●4/30～
美術館再開

●4/7～
考古資料館再開

●5/3～
草野心平記念館、暮らしの伝承郷再開

●災害査定

●復旧工事
・考古資料館
・草野心平記念館
・草野心平生家
・暮らしの伝承郷

●7/15～
アンモナイトセンター再開

●7/15～
全文化施設稼動

●1２月補正予定
　・復旧工事

●２月補正予定
　・美術品修復費用



3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
分野

総施設数 小
区
分

今後の復旧予定
区
分

被害
箇所

含まれる施設

被害率 被害の概要等

摘要
H23

H24 H25 H26～

89% 9 8

総事業費 0 総事業費 0 総事業費 0

-
 6

6
 -

○総合体育館
○平体育館
○小名浜武道館
○勿来体育館
○関船体育館
○下三坂体育館
○南部アリーナ
○内郷コミュニ
ティセンター

体
育
館

【摘要】

財
政
措
置

総事業費 126 百万円

復
旧
状
況

稼
動
状
況

【被害の概要等】
○約8割の体育施設が被害を受けた。
○主な被害は、地盤沈下、浄化槽破損、
水道管・下水道管の破損、グラウンドに
亀裂、地すべり被害等

体
育
施
設

●3/12～7/18
平体育館避難所として利用

●3/12～6/5
勿来体育館避難所として利用

●関船体育館
稼動停止

●5/14～8/6
関船体育館避難所として利用

●3/12～8/10
南部アリーナ避難所として利用

●3/12～7/9
内郷コミュニティセンター避難所として利用

●6/1～
上三坂、下三坂体育館
利用開始

●7/18～
勿来体育館利用開始

●3/12～4/27
小名浜武道館を遺体安置所として利用。6月からは庁舎代替施設として利用

●8/22～
 内郷コミュニティセンター利用開始

●3/12～
上三坂、下三坂体育館
稼動停止

●平体育館24年度
当初より利用開始
予定

●関船体育館24年度中に
利用開始予定

●南部アリーナ24年度中に
利用開始予定

●3/12～6/9
総合体育館自衛隊基地として利用

●応急復旧
（総合体育館、平体育館、勿来体育館、下三坂体育館）

●既定予算
　・応急復旧工事

●災害査定

●7/18～
総合体育館利用開始

●8月中
内郷コミニティセンター
本復旧工事

●当初から計画のあった大規模改修工事を実施するため、
今年度の一般開放はできない見込み

●小名浜支所東分庁舎の
仮設庁舎設置に合わせて
利用開始予定
（Ｈ24.7月予定）

●総合体育館本復旧工事
●平体育館本復旧工事

●本復旧工事（勿来）
●一部復旧工事（関船、南部アリーナ）

●体育館改修設計委託
（関船、南部アリーナ）

●改修工事
（南部アリーナ、関船）

●9月補正
　・総合、平、勿来体育館復旧工事 ●2月補正予定

　・南部アリーナ、関船体育館



3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
分野

総施設数 小
区
分

今後の復旧予定
区
分

被害
箇所

含まれる施設

被害率 被害の概要等

摘要
H23

H24 H25 H26～

75% 12 9

総事業費 0 総事業費 0 総事業費 0

-
 6

7
 -

○平市民運動場
○小名浜市民運
動場
○常磐市民運動
場
○内郷市民運動
場
○四倉市民運動
場
○遠野市民運動
場
○小川市民運動
場
○好間多目的運
動場
○田人市民運動
場

市
民
運
動
場

稼
動
状
況

【摘要】

254 百万円

財
政
措
置

総事業費

復
旧
状
況

【被害の概要等】
○約7割の体育施設が被害を受けた。
○主な被害は、地盤沈下、浄化槽破損、
水道管・下水道管の破損、グラウンドに
亀裂、地すべり被害等

体
育
施
設

●復旧工事
小川、田人

●四倉市民運動場（浄化槽）復旧工事

●市民運動場測量調査（小川、田人）

●小名浜、内郷、
遠野、好間、川前
利用停止

●6/1～
小名浜、内郷、遠野、好間、
川前市民運動場利用再開

●常磐市民運動場利用停止
●7/18～
常磐市民運動場利用再開

●平市民運動場利用停止（災害対応）

●勿来、四倉、久之浜市民運動場：がれきの仮置き場として使用（復旧時期未定）

●小川、田人市民運動場利用停止（地すべりにより被害大）

●応急復旧
（平、小名浜、内郷、遠野市民運動場、
好間多目的広場）
照明修繕、排水工事　等

●災害査定

●既定予算
　・応急復旧工事

●9/1～
平市民運動場利用再開

●9/22～遠野
台風15号被害により利用停止

●復旧工事　遠野市民運動場 (駐車場、法面)

●2月補正予定
　・小川、田人、遠野復旧工事

●9月補正
　・小川・田人測量調査

●遠野市民運動場
利用開始予定

●小川、田人市民運動場
利用開始予定



3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
分野

総施設数 小
区
分

今後の復旧予定
区
分

被害
箇所

含まれる施設

被害率 被害の概要等

摘要
H23

H24 H25 H26～

92% 12 11

総事業費 0 総事業費 0 総事業費 0

-
 6

8
 -

○平テニスコー
ト
○陸上競技場
○補助競技場
○いわき弓道場
○関船弓道場
○いわき市民
プール
○小名浜市民
プール
○平野球場
○小名浜野球場
○南部スタジア
ム
○南部テニス
コート

そ
の
他
（
野
球
場
等
）

【被害の概要等】
○約9割の体育施設が被害を受けた。
○主な被害は、地盤沈下、浄化槽破損、
水道管・下水道管の破損、グラウンドに
亀裂、地すべり被害等

体
育
施
設

【摘要】

総事業費

財
政
措
置

稼
動
状
況

復
旧
状
況

191 百万円

●復旧工事
上荒川公園、陸上競技場、いわき弓道場、
小名浜市民プール

●小名浜球場復旧工事

●平テニスコート復旧工事

●南部テニスコート復旧工事

●復旧工事
補助競技場

●補助競技場測量調査

●6/1～勿来弓道場再
開

●7/18～
陸上競技場、平野球場、小名浜野球場、
平テニスコート、いわき弓道場再開

●勿来弓道場稼動停止

●陸上競技場、平野球場、
小名浜野球場、平テニス
コート、いわき弓道場
稼動停止

●南部テニスコート、
南部スタジアム、関船弓道場
稼動停止

●8/22～
南部テニスコート、南部スタジアム、
関船弓道場再開

●既定予算
　・応急復旧工事

●9月補正
　・復旧工事

●災害査定
●応急復旧
（平テニスコート、
いわき弓道場、
小名浜野球場）

●3/12～4/30　いわき市民プールを遺体安置所として利用
●施設の被害等によりいわき市民プール、小名浜市民プールは本年度の一般開放はしない

●補助競技場利用停止（地すべりにより被害大）

●平球場復旧工事予定

●2月補正予定（復旧工事）
　・補助競技場

●市民プール
利用開始予定

●補助競技場
利用開始予定



3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
分野

総施設数 小
区
分

今後の復旧予定
区
分

被害
箇所

含まれる施設

被害率 被害の概要等

摘要
H23

H24 H25 H26～

100% 8 8

総事業費 840 百万円 総事業費 - 総事業費 -

                                                                                                      -
 6

9
 -

財
政
措
置

396 百万円総事業費

稼
動
状
況

【被害の概要等】
○全ての給調で厨房機器の故障までを含
め、何らかの被害を受けた。
○主な被害は、勿来の半壊、平北部及び
四倉の土間コン床不陸等による調理場機
能の喪失。

復
旧
状
況

○平南部
○平北部
○小名浜
○勿来
○常磐
○四倉
○三和
○田人

【摘要】
　建替えを要する勿来学校給食共同調理
場の改築に着手するとともに、平成24年
度末を目途に平北部学校給食共同調理場
の改修、四倉学校給食共同調理場の改修
増築を進め、早期かつ安定的な学校給食
の再開を図る。

学
校
給
食
共
同
調
理
場

●復旧工事
平南部、小名浜、常磐、
三和、田人給調の修繕等

●既定予算
　・復旧工事

●2学期8/26～スクールランチの実施

●9月補正
　・スクールランチ実施

●3/12～5月末
全給調稼動停止

●6/1～三和、田人給調調理再開
●6/6～平南部、小名浜、常磐給調調理再開

●平北部、四倉給調稼動停止中

●勿来給調稼動停止中

●平北部、勿来、四倉給調
復旧手法等の検討

●平北部給調改修工事
●四倉給調改修増築工事

●平北部給調改修実施設計
●四倉給調改修増築実施設計

●勿来給調の改築事業の検討

●学校給食の
復旧（スクール
ランチ終了）

●災害査定

●改築の実施

●予算措置予定
　・復旧工事



11　消防本部所管施設　

3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

85% 13 11

総事業費 0 総事業費 0 総事業費 0

分野 区分

被害
箇所

総施設数

含まれる施設

被害率 小
区
分

H23
今後の復旧予定

H26～H25H24

被害の概要等

摘要

【被害の概要】
○津波被害により半壊(2箇所)
・四倉分署
・江名分遣所

○地震による一部損壊(9箇所)
・平消防署
・小名浜消防署
・勿来消防署
・常磐消防署
・内郷消防署
・川前分遣所
・田人分遣所
・遠野分遣所
・三和分遣所

○被害なし
・中央台分遣所
・小川分遣所

【摘要】

総事業費 47 百万円

復
旧
状
況

庁
舎

稼
動
状
況

財
政
措
置

                                                                                                 -
 7

0
 -

●四倉分署
3/11～4/17　四倉支所へ機能移転　⇒　4/18より復旧

●江名分遣所
3/11～4/20　小名浜消防署へ機能移転　⇒　4/21より復旧

●その他施設：稼動

●4月補正
・小名浜、常磐、
四倉復旧工事

●6月補正
・常磐復旧工事

●4/5～4/28　四倉分署応急復旧工事（電気設備、給水設備等）

●4/13～4/20　江名分遣所復旧工事

●5/9～7/29　四倉分署復旧工事（機器等復旧）

●5/3～6/3　小名浜消防署復旧工事

●5/2～6/6　内郷消防署復旧工事

●5/9～6/10　三和分遣所復旧工事

●既定予算

●4/13～7/17　常磐消防署復旧工事

●その他の施設の軽微な補修は順次対応



3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
分野 区分

被害
箇所

総施設数

含まれる施設

被害率 小
区
分

H23
今後の復旧予定

H26～H25H24

被害の概要等

摘要

1% 7,235 70

総事業費 0 総事業費 0 総事業費 0

5% 85 4

総事業費 0 総事業費 0 総事業費 0

【被害の概要等】
○地震による一部損壊
・高所放水車(小名浜92)
・ポンプ車(常磐11)
・水槽付ポンプ車(常磐21)

○原発災害に派遣
・ポンプ車(内郷12)

【摘要】

復
旧
状
況

総事業費

財
政
措
置

復
旧
状
況

稼
動
状
況

44 百万円

総事業費 34 百万円

【被害の概要等】
○防火水槽損傷(36箇所)
・防火水槽漏水(15箇所)
・無蓋防火水槽防護柵損壊(2箇所)
・防火水槽給水管漏水(8箇所)
・有蓋防火水槽地盤面隆起(11箇所)

○消火栓損傷(34箇所)

【摘要】

消
防
車
両

消
防
水
利

稼
動
状
況

財
政
措
置

                                                                                 -
 7

1
 -

●4月補正（防火水槽5箇所）

●6月補正（防火水槽4箇所）

●防火水槽36箇所・消火栓34箇所の損傷 ●損傷水利の復旧48箇所（10/14現在）
 ・防火水槽   34箇所/36箇所中
 ・消火栓　　　14箇所/34箇所中

●7月補正
・原発災害派遣車両購入

●ポンプ車(予備車)(内郷12) 原発災害に派遣 ●ポンプ車(予備車)(内郷12)代替車稼動

●3/11～5/20
損壊車両(常磐11・常磐21)の
修繕

●原発災害派遣ポンプ車（内郷12）の代替車購入

●8/23～
損壊車両(小名浜92)の修繕

●既定予算（消火栓2箇所、防火水槽27箇所）

●予算措置予定（消火栓32箇所）

●既定予算
・損壊車両修繕

●防火水槽36箇所　順次修繕

●消火栓34箇所　順次復旧工事

●全面復旧予定

●その他稼働中



3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3
分野 区分

被害
箇所

総施設数

含まれる施設

被害率 小
区
分

H23
今後の復旧予定

H26～H25H24

被害の概要等

摘要

15% 325 47

総事業費 - 総事業費 - 総事業費 -

9% 325 30

総事業費 - 総事業費 - 総事業費 -

【被害の概要等】
機械置場兼団員詰所
○津波による全壊施設(11箇所)
平豊間、平薄磯2箇所、永崎、小名浜下
神白、岩間町、久之浜町5箇所

○一部損壊(36箇所)

11 百万円

【被害の概要等】
○津波による水没車両(16台)
ポンプ自動車2台
積載車14台

○一部破損車両(14台)
ポンプ自動車3台
積載車11台

財
政
措
置

総事業費

稼
動
状
況

【摘要】
　沿岸部の全壊した11ヶ所については、
沿岸部の土地利用計画との整合性を図り
ながら検討する。

財
政
措
置

復
旧
状
況

消
防
団
機
械

消
防
団
施
設

復
旧
状
況

稼
動
状
況

総事業費 56 百万円

【摘要】
　沿岸部に配備されていた8台について
は、沿岸部の土地利用計画との整合性を
図りながら検討する。

                                       -
 7

2
 -

●7月補正（3箇所分）

●4月補正（9箇所分）

●6月補正（3箇所分）

●4月補正
・修繕2台
・購入8台

●津波による全壊施設（11箇所）　閉所中　⇒　隣接班対応
・平豊間、平薄磯2箇所、永崎、小名浜下神白、岩間町、久之浜町5箇所

●4/12 正副団長協議
・閉所施設は、隣接班での対応とすることを確認

●全壊施設以外の施設は、順次修繕対応

●4/12 正副団長協議
・機械が使用不可の地区は、隣接班での対応とすることを確認

●ポンプ車 2台　購入（水没車両分）

●ポンプ車 2台、積載車 14台　使用不可
　（津波による水没車両）

●一部損壊車両の修繕

●既定予算（修繕12台）

●その他開所中

●既定予算（21箇所分）

●津波による全壊施設（11箇所）
・沿岸域のため、現時点では不明。

●沿岸域施設の今後のあり方検討

●その他稼働中
●津波による全壊施設配備の機械（8台）
・沿岸域のため、現時点では不明。

●ポンプ車 2台　稼動

●沿岸域施設の今後のあり方検討

●積載車 6台　稼動

●積載車 6台　購入
（津波による全壊施設配備以外の水没車両分）



12　水道局所管施設　　

3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

- - 2851

総事業費 0 総事業費 0 総事業費 0

- - 36

総事業費 0 総事業費 0 総事業費 0総事業費 36 百万円

復
旧
状
況

【摘要】
財
政
措
置

配
・
給
水
管

簡
易
水
道

【被害の概要等】
○配水管漏水
○給水管漏水
○漏水調査の実施
　震災により地下漏水が多数あることが
見込まれることから、早期発見を行い、
随時修繕を実施する。
○配水管亀裂破損
　田人簡水において、地震による道路隆
起により水道管の継手切断

稼
動
状
況

総事業費 877 百万円

復
旧
状
況

【摘要】
財
政
措
置

配
・
給
水
管

上
水
道

【被害の概要等】
○配水管漏水
○給水管漏水
○漏水調査の実施
　震災により地下漏水が多数あることが見込まれ
ることから、早期発見を行い、随時修繕を実施す
る。
○配水管亀裂破損等（10箇所）
　地震により、配水管の継手切断等により、配水
管の設置が必要
・平南白土
・四倉町梅ヶ丘
・久之浜町金ヶ沢
・渡辺町泉田
・常磐上湯長谷町長倉
・常磐上湯長谷町五反田
・常磐藤原町阿良田
・植田町根小屋
・東田町
・小浜町北ノ作

稼
動
状
況

小
区
分

被害の概要等

摘要
H23

H26～H25
分野

被害
箇所

総施設数

含まれる施設

被害率

H24
区分

今後の復旧予定

-
 7

3
 -

●地震による断水（3/11～4/11（復旧率97%））

●地震による断水（4/11～4/21（復旧率98.6%））

●配水管・給水管漏水修繕

●配水管・給水管応急修繕

●配水管・給水管漏水調査

●H22予算（配・給水管応急修繕）

●4月補正（漏水調査）

●5月補正（配水管改良設計委託）

●7月補正（配水管漏水修繕）

●9月補正（配水管漏水修繕）

●12月補正予定（配水管改良工事）

●配水管改良工事設計委託

●配水管改良工事

●災害査定

●配水管・給水管漏水修繕

●配水管・給水管漏水調査

●配水管・給水管応急修繕

●配水管改良工事

●配水管改良工事設計委託　1箇所（田人）

●4月補正（配・給水管漏水修繕）

●5月補正（配水管改良工事設計） ●9月補正（配水管改良工事）

●7月補正（漏水調査）

●災害査定

●地震による断水（3/11～数日後に100%復旧）

●地震による断水（4/11～1週間以内に100%復旧）



3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

小
区
分

被害の概要等

摘要
H23

H26～H25
分野

被害
箇所

総施設数

含まれる施設

被害率

H24
区分

今後の復旧予定

- - 2

上
野
原
浄
水
場

泉
浄
水
場

総事業費 0 総事業費 0 総事業費 0

- - 2

鷹
ノ
巣
浄
水
場

旅
人
浄
水
場

総事業費 0 総事業費 0 総事業費 0

【被害の概要等】
（上野原浄水場）
○導水路への落石
○導水路監視施設破損

（泉浄水場）
○導水管漏水（5箇所）

上
水
道

【摘要】

財
政
措
置

総事業費

○鷹ノ巣浄水場
○旅人浄水場

【被害の概要等】
（鷹ノ巣浄水場）
○着水井、場内配管破損

（旅人浄水場）
○原水流入の減少（4月11日の余震によ
り、水源である馬下川からの流入量が減
少している）

簡
易
水
道

【摘要】

導
水
施
設

稼
動
状
況

財
政
措
置

○上野原浄水場
○泉浄水場

総事業費

復
旧
状
況

復
旧
状
況

9 百万円

稼
動
状
況

70 百万円

-
 7

4
 -

●3月11日より稼動しているが修繕等工事時、一時的に断水にて対応

●導水路監視施設修繕工事（7月下旬～10月中
旬）

●導水路落石撤去工事H22分（3/15～3/25）

●導水路落石撤去工事H23分（6/8～6/20）

●既定予算対応（H22分・導水路修繕）

●4月補正（導水路修繕）

●導水路修繕H22分（2箇所）（3/11～3/18）

●導水路修繕H23分（3箇所）（4/15～4/28）

●7月補正（導水路監視施設修繕）

●災害査定

●3月11日より稼動しているが修繕等工事時、一時断水にて対応

●（鷹ノ巣）着水井、配管修繕工事設計委託（8
月上旬～10月上旬）

●（鷹ノ巣）着水井、配管修繕
工事（12月下旬～3月下旬

●（旅人）応急取水仮設工事（6/1～7/28）

●（旅人）水源さく井工事（9月中旬～3月下旬）

●（旅人）水源さく井委託（5/25～6/17）

●4月補正（鷹ノ巣ろ過池緊急修繕）

●5月補正（鷹ノ巣：着水井等設計）

●7月補正（旅人：水源さく井等工事）

●（旅人浄水場）馬下川からの流入が徐々に減少、荷路夫川か
らの応急取水開始

●災害査定

●（鷹ノ巣）浄水場ろ過
池流入管緊急修繕工
事（4/28～5/10）

●12月補正予定（鷹ノ巣：着水井修繕工事）



3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

小
区
分

被害の概要等

摘要
H23

H26～H25
分野

被害
箇所

総施設数

含まれる施設

被害率

H24
区分

今後の復旧予定

- - 9

平
浄
水
場

水
質
管
理
セ
ン
タ
ー

泉
浄
水
場

山
玉
浄
水
場

久
之
浜
浄
水
場

総事業費 0 総事業費 0 総事業費 046 百万円総事業費

復
旧
状
況

稼
動
状
況

財
政
措
置

浄
水
施
設

○平浄水場
○水質管理セン
ター
○泉浄水場
○山玉浄水場
○久之浜浄水場

【被害の概要等】
（平浄水場）
○場内配管破損
○浄水場敷地地盤沈下
○加圧脱水機破損

（水質管理センター）
○浄化槽破損

（泉浄水場）
○場内配管損傷
○施設玄関床損傷
○管理棟ガラス破損

（山玉浄水場）
○活性炭注入設備損傷

（久之浜浄水場）
○外構（フェンス）損傷

【摘要】

上
水
道

-
 7

5
 -

●場内配管修繕工事（H22分：2箇所（3/11～3/18））

●3月11日より稼動しているが、修繕等工事時は一時断水にて対応している

●場内地盤沈下修繕工事（12月下旬～3月下旬）

●加圧脱水機修繕工事（5/30～6/14）

●場内配管修繕工事（H23分：4箇所（4/12～5/19））

●浄化槽修繕仮設工事（H22分　3/11～3/18）

●玄関床修繕工事（5/30～6/9）

●ガラス修繕工事（6/2～6/19）

●管理用通路緊急修繕工事（8月下旬～10月下旬）

●活性炭注入設備修繕工事（6/7～6/17）

●外構修繕工事（4/22～4/28）

●22年度予算対応（平浄水場、水質管理センター応急修繕

●4月補正（平浄水場配管等修繕）

●5月補正（活性炭注入設備等修繕）

●7月補正（場内整備委託）

●12月補正予定（場内地盤沈下修繕）

●災害査定

●場内整備委託（8月上旬～12月下旬）

●法田第2ポンプ場扉外緊急修繕工事（6/9～6/22）

●法田第1ポンプ場場内クラック緊急修繕工事（8/25～9/14）

●山玉浄水場№2次亜貯留槽緊急修繕工事（6/9～6/22）

●山玉浄水場ガス建屋緊急修繕工事（8月下旬～10月下旬）

●山玉浄水場浄化槽ﾌﾞﾛﾜｰガス緊急修繕工事（8月下旬～10月下旬）



3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

小
区
分

被害の概要等

摘要
H23

H26～H25
分野

被害
箇所

総施設数

含まれる施設

被害率

H24
区分

今後の復旧予定

- - 1

総事業費 0 総事業費 0 総事業費 0

- - 12

平
浄
水
場

泉
浄
水
場

山
玉
浄
水
場

総事業費 0 総事業費 0 総事業費 0

- - 8

総事業費 - 総事業費 - 総事業費 0

財
政
措
置

水
管
橋

【被害の概要等】
○津波による流出
（4箇所：豊間、永崎（2箇所）、錦）
○地震による損傷
（4箇所：下高久、内郷御厩、湯長谷
川、藤原川）

復
旧
状
況

稼
動
状
況

総事業費

【摘要】

【摘要】

総事業費

復
旧
状
況

財
政
措
置

○旅人浄水場

復
旧
状
況

簡
易
水
道

財
政
措
置

総事業費

稼
動
状
況

送
水
施
設

○平浄水場
○泉浄水場
○山玉浄水場

上
水
道

【被害の概要等】
（平浄水場）
○送水管漏水　∅700　8箇所

（泉浄水場）
○送水管漏水　∅400　3箇所

（山玉浄水場）
○送水管漏水　∅800　1箇所

浄
水
施
設

【被害の概要等】
○敷地内への落石

【摘要】

1 百万円

27 百万円

287 百万円

稼
動
状
況

-
 7

6
 -

●落石対応工事（4/28～5/10）

3月11日より稼動している

●4月補正（落石対応工事等）

●3月11日より稼動している

●(入遠野）PAC配管緊急修繕工事（6/9～6/22）

●3月11日より稼動しているが修繕等工事時、一時断水にて対応

●送水管漏水修繕工事（Ｈ22分：4箇所（3/11～3/18））

●送水管漏水修繕工事（Ｈ23分：4箇所（4/15～4/28））

●送水管漏水修繕工事（Ｈ22分：3箇所（3/11～3/18））

●送水管漏水修繕工事（Ｈ22分（3/11～3/18））

●H22予算対応（送水管漏水緊急修繕）

●4月補正（送水管漏水修繕等）

●災害査定

●送水管路敷緊急修繕工事（6/28～7/8））

●送水管路敷緊急修繕工事（5/9～5/12）

●5月補正（水管橋設置工事設計）

●水管橋設置工事設計委託

●水管橋改修工事橋（津波被害を受けた諏訪橋について
は復旧時期未定）

●仮設配管、配水運用により対応し、水管橋流出による断水地区はない。

●仮設配管、配水運用

●12月補正予定（改修工事）

●災害査定



3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

小
区
分

被害の概要等

摘要
H23

H26～H25
分野

被害
箇所

総施設数

含まれる施設

被害率

H24
区分

今後の復旧予定

- - 5

総事業費 0 総事業費 0 総事業費 0

総事業費 0 総事業費 0 総事業費 0総事業費

稼
動
状
況

5 百万円

水
道
施
設
（
水
道
局
庁
舎
　
外
）

【被害の概要等】
○庁舎
・地盤沈下
・送水管等の破損

※原子力発電所事故に伴う水道の供給停
止

【摘要】

【被害の概要等】
○八幡小路タンク
・タンク脚にクラック
　→配水系統の切替えで対応
　→加圧ポンプ場建設予定
○湯長谷配水池
・地盤沈下
　→配水系統の切替えで対応
○大高調整池
・破損、漏水
　→配水系統の運用、減圧弁の設置により対
応
○松ヶ台配水池
・地盤沈下
　→減圧弁の設置により対応
○小名浜配水池場内
・敷地内地盤沈下

【摘要】

稼
動
状
況

復
旧
状
況

財
政
措
置

総事業費

配
水
池

○八幡小路タン
ク
○湯長谷配水池
○大高調整池
○松ヶ台配水池
○小名浜配水池

420 百万円

復
旧
状
況

財
政
措
置

                                                         -
 7

7
 -

●原発事故による1歳未満児の摂取制限（3/23～3/31）

●庁舎廻り応急復旧工事（5/18～6/16）

●災害復旧庁舎給排水管漏水修繕工事（7/5～8/3）

●災害復旧庁舎ハンドホール修繕工事（7/26～8/24）

●災害復旧庁舎周囲舗装等修繕工事（7/29～8/26）

●4月補正（庁舎修繕）

●仮設配管、配水運用により対応

●配水池改修工事
　・八幡小路タンク
　・湯長谷配水池
　・大高調整池
　・松ヶ台配水池
　・小名浜配水池

●減圧弁設置（8/1～9/30）

●既定予算（減圧弁設置）

●5月補正（配水池改修設計委託）

●12月補正予定（配水池改修）

●配水池改修工事設計委託
　・八幡小路タンク
　・湯長谷配水池
　・大高調整池
　・松ヶ台配水池
　・小名浜配水池

●災害査定



13　総合磐城共立病院所管施設　　

3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

100% 1 1

総事業費 308 百万円 総事業費 462 百万円 総事業費 0

100% 1 1

総事業費 0 総事業費 0 総事業費 0

【摘要】

看
護
学
院

復
旧
状
況

○校舎内壁の亀裂
○階段、スロープの損傷
○消火栓配管の破損
○図書室書庫等の備品の破損
○体育館壁亀裂、天井の落下
○建物周辺部の陥没
　　　　　　　　　など

○建物壁・天井の損傷
○建物周辺の地盤沈下
○高架水槽配管の損傷
○都市ガス配管の損傷
○医療ガス配管の損傷
○給湯器・給水管の損傷
○核医学診断装置の損傷
○医療用高精細モニタ損傷
○手術棟自動扉の破損
○院内保育所束材の損傷
○医師住宅給水管の損傷
　　　　　　　　　など

稼
動
状
況

財
政
措
置

財
政
措
置

復
旧
状
況

【摘要】

H26～H25

稼
動
状
況

H23

総事業費

H24

被害
箇所

共
立
病
院

185 百万円

今後の復旧予定
被害率 小区

分
被害の概要等

摘要

総事業費 13 百万円

病
院
等

-
 7

8
 -

分野 区分
総施設数

含まれる施設

●4月補正（応急復旧）

●9月補正（復旧工事）

●応急復旧（消火栓、体育館壁等修繕　4月～年度内）

●9月災害査定
●クラック、体育館天井補修工事 9月～H24.3月

●休校→学年末・始休業
　学校再開（4/7～）

●既定予算対応
（応急復旧・受水槽、ボイラー、照明器具修繕等）

●4月補正
（応急復旧・ガス配管、自動扉、高架水槽修繕等）

●9月補正
（各棟クラック補修工事等）

●7月補正
（耐震化工事基本設計、実施設計）

●耐震補強工事　H24～25

●応急復旧（受水槽、ボイラ、照明器具修繕等　～Ｈ23.3月末）

●外来診療の一部制限（3/14～3/21・重症の救急患者のみ受入れ）　※　ただし来院者はすべて診療

●予算措置予定
（耐震補強工事）

●応急復旧等（ガス配管、自動扉、高架水槽修繕等
H23.4月～H24.3月）

●9月災害査定
●各棟クラック補修工事等 11月～H24.3月

● 耐震化基本設計、実施設計

●定期手術実施見合せ（3/11～3/27）

●外来検査の一部制限（3/11～3/13）　※断水による


